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凡　例
  
1）この表は、『只見町史資料集第 1集　図説会津只見の民具』（只見町史編さん委員会 1992年）を
もとに作成したリストに『只見町文化財調査報告書第 13集　会津只見の生活用具と仕事着コレ
クション』（福島県只見町教育委員会 2005年）の要素を加え、佐々木長生が加筆修正したもので
ある。

2）本表の分類および掲載順は、『只見町史資料集第 1集　図説会津只見の民具』記載の「只見町
民具分類総括表」に準じた。ただし、「社会生活用具」「信仰・年中行事用具」「芸能・娯楽用具」
「人の一生用具」「民俗知識用具」は省いている（下記目次参照）。
3）「名称」欄の民具名は、『国際常民文化研究叢書 6 ―民具の名称に関する基礎的研究―［民具
名一覧編］』（神奈川大学 国際常民文化研究機構 2014）に記載の名称に揃うよう心がけたが、［民
具名一覧編］に記載のなかったものについては便宜上つけるか、空欄のままとした。

4）「只見での呼称」欄には只見地方で一般的な呼称を入れた。×印は、只見には当該民具がない
ことを表す。

5）将来的に本表が「福島県の民具」一覧に発展することを期待し、別称は福島県全体に視野を
広げ、「福島県での呼称」欄とした。

6）「画像ファイル名」欄に記載のあるものは、本叢書 39ページ以降の画像一覧にまとめて掲載
した。なお、画像はすべて上記資料からの転載である。快くご許可いただいたことに改めて御礼
申し上げたい。

7）「画像ファイル名」について
　画像ファイル名は、出典をたどれるように名づけた。出典は 2資料ある。
　例）只 1_p016_ハダッコ
　→「只 1」は『図説会津只見の民具』、p16掲載の「ハダッコ」（当該地の呼称）であることを表
す。

　例）只 2_11101‒56_シゴトシ
　→「只 2」は「只見町インターネット・エコミュージアム（http://www.himoji.jp/tadami-item/）」
に掲載された「分類番号」11101‒56の「シゴトシ」（当該地の呼称）であることを表す。
　※「只見町インターネット・エコミュージアム」は web上の民俗博物館である。民具名や分類
で民具を検索して「民俗資料調査カード」を呼び出し、画像や使用法などの詳細を見ることがで
きる。

目　次
 
生活用具・衣類 ………………………p. 19
生活用具・食生活用具 ………………p. 21
生活用具・住生活用具 ………………p. 25
生産用具・農耕用具 …………………p. 28
生産用具・山樵用具 …………………p. 31
生産用具・漁撈用具 …………………p. 32
生産用具・狩猟用具 …………………p. 33
生産用具・畜産用具 …………………p. 33

生産用具・養蚕用具 …………………p. 34
生産用具・染織用具 …………………p. 35
生産用具・手工用具 …………………p. 36
生産用具・諸職用具 …………………p. 36
交通・交易／運搬用具 ………………p. 37

画像一覧 ………………………………p. 39
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国際常民文化研究叢書 9　2015 年 3月

１．はじめに

　平成 23年 3月 11日の大震災による大津波、それに伴う福
島第一原子力発電所の事故と、福島県はまだ大震災の真只中
にあるといえる。ふるさとを離れ多くの人たちが避難生活を
送り、福島県の太平洋沿岸すなわち浜通りの双葉郡と相馬郡
飯館村・南相馬市、田村市の人たちが未だ仮設住宅で、いつ
ふるさとに帰れるか不明のまま、不安な生活を日々送ってい
る。この多くの人たちが、この地で先祖伝来の生活に使用し
てきた民具は、3月 11日以来、主をなくした状態で放置さ
れている。一部、町村が管理する歴史民俗資料館や公民館等
で保管してきた民具をはじめとする文化財は、県教育委員会
や県立博物館等により、仮設の収蔵施設に移管されている状
態である。個人宅の土蔵や納屋等に残されている文化財は、
ほとんど手つかずの状態である。
　筆者は南相馬市鹿島区（旧相馬郡鹿島町）出身であり、私
が生まれた村も大津波により流失し、20名余りの犠牲者が
出ている。22歳まで生活した村の変わりはてた姿には、言
葉がでない思いである。筆者は相馬地方出身の立場から、原
子力発電所が立地する大熊町や双葉町、その北隣の浪江町、
旧小高町・原町市・鹿島町（現南相馬市）、相馬市、相馬郡新
地町の市町村史の民俗編の編さんに関わり、衣・食・住はじ
め生産・生業等の民俗調査を行い、執筆する機会を得ること
ができた。特に、双葉町と大熊町では民具の章を担当してお
り、ふるさとの民具に対する思いは、この大震災によりより
一層強く感じている今日である。
　筆者は 42年前に相馬を離れ、現在は会津若松市に在住
し、会津地方の民俗・民具の研究に携わっている。特に、南
会津郡只見町においては『只見町史』民俗編の調査・研究を
機に、筆者が 20年余り只見町民とともに、民具の整理作業
に関わってきている。平成 2年には、只見町明和地区の「明
和の民俗を語る会」の古老たちが中心となり、町民みずから
の民具整理が始まった。その後、旧朝日村と旧只見町の方々
も参加し、町民あげての民具整理が運動として展開し、その
成果は『図説　会津只見の民具』として、写真および民具一
覧表、簡単な解説と共に、只見町教育委員会より平成 4年に
刊行された。翌年には『只見町史』民俗編が刊行され、只見
町の民具が町民の手により整理されたうえ、第一級の文化財
となった。平成 15年には更なる調査と整理が行われ、その

一部が「会津只見の生産用具と仕事着コレクション」（2,333

点）として国の重要有形民俗文化財に指定され保管されてい
る。この町民みずからの整理方法は、「只見方式」とも呼ば
れ、全国的にも知られるようになった。古老たちが作成した
民具調査カードには、民具の使用方法と製作方法等のスケッ
チをはじめ、さまざまな伝承記録が古老たちの自筆で残され
ている。このカードを作成した古老たちのほとんどは他界さ
れたが、古老たちの思いは整理作業を楽しく行っていた笑い
声とともに、調査カードの中にしっかりと生き続けている。
　本稿は、只見町民が整理した民具を中心に、筆者の出身地
の浜通りの民具と比較しつつ、福島県における民具名称につ
いて私見を述べてみたい。また、会津地方と浜通り地方の間
に位置する中通り地方の民具については、市町村史民俗編等
の資料から比較したい。執筆にあたっては、「民具の名称に
関する基礎的研究」班で進めてきた民具画像一覧に沿いなが
ら、只見の民具を解説することを主軸に、中通り・浜通り地
方の民具名称について、相違または共通する点などを列挙す
る形で紹介していきたい。
　只見町民の手による『図説　会津只見の民具』を中心に、
会津地方はじめ、福島県内の市町村史民俗編や、近世の風土
記・風俗帳、農書類を調査資料として用い、これらに記載さ
れた民具名称について、その変遷の歴史を示した。また、絵
馬をはじめ風俗帳や農書類に記載された絵画資料も利用し
た。民具の使用年代や伝播・流通に伴う名称の変化など、隣
接する諸県との比較照合も一部行った。これらの諸見は、
「民具の名称に関する基礎的研究」班の研究会において、共
同研究諸員との発表・討論の成果から生れていることを報告
し、共同研究員諸氏の御教導に感謝したい。

２．福島県の地域差にみる民具の特色

　福島県は北海道・岩手県に次ぐ第 3位の面積 1万
3,782 km2を有する広大な地域である。白河関や勿

な

来
こそ

の関な
ど古代の関で関東に接し、白河以北、「河北」すなわち陸奥
の国の南端に位置している。茨城・栃木・群馬・新潟・山
形・宮城と多くの県と接し、それぞれの地域と古くから交流
があり、福島県の文化は多様といえる。会津という地名は、
『古事記』中巻に、建沼河別命が東（常陸国）から、大彦命
が西（越後国）から、父子の神が津で出会ったことから「相
津」になったという神話の記載がある。神々が出会う、すな

佐々木長生

福島県における民具名称の諸相
―会津只見の民具を中心に―
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中国の民具整理事業の範となり、注目されているという。こ
うした点からも、只見の民具名称を一つの基準として、名称
のなりたちや周辺地域との関わりなどを検討することは、民
具名称の研究に効果的な一例といえる。そこで筆者は、その
一部を福島県内の民具と照合し、検討することを試みとして
提起したい。

３．生活用具、衣食住

１）衣生活用具

（ 1）さまざまな仕事着
　福島県内では「仕事着」をシゴトギ・カセギモノ・ヤマキ
モノ等と呼ぶ地域が多い。只見町ではシゴトシと呼ぶことが
多い。またノーシと呼ぶ地方もある。貞享 2年（1685）の
『伊南古町組風俗帳』（南会津町山口・古町付近の風俗書上帳）

には「農仕帷子」という記載があり、「のうし」という呼称
が伊南川流域に存在していたことがうかがえる。カタビラと
いう呼称は、麻の単

ひとえ

衣ものを指している場合が多い。「帷子」
というと侍の着衣を指すのと区別して、「農仕」と呼んでい
るとみられる。
　会津地方では「戸表」をヤマという呼び方があり、戸表す
なわち野良・山仕事に着用する上衣を、ヤマジバン（山襦
袢）と呼ぶ地域もある。多くがジバン（襦袢）と呼び、カセ
ギジバン（稼ぎ襦袢）等と呼ぶ場合もある。
　会津地方では、仕事着の一般的な服装に、「ジバンにサル
ッパカマ」という呼び方がある。このような服装がいつごろ
から見られるようになったかを示す資料に、文化 4年
（1807）の風俗帳の記載がある。現在の喜多方市慶徳付近の
『慶徳組風俗帳』には、「作人田畑山野へ出候節、襦袢、半切
の類短き物を男女着、猿袴股引などにて稼き申候」とあり、
会津地方の一般的な仕事着服装が文化 4年当時に見られたこ
とがわかる。さらに喜多方市熊倉付近の『熊倉組風俗帳』に
は、文化 4年の 30年前ごろすなわち天明年間初期には、「三
拾年以前はさつき支度と申、娵子は親里へ参り、木綿を貰ひ
白地の新単物に黒紫帯上紺の前たれに、手さし、きゃはんを
拵へ、五月女と申田植致候所、近年の出立はじばんに猿はか
まをはき髪もたはねす男子同様の姿にて男女の見分けも無御
座候」とあり、文化 4年に近い時代に「じばんに猿はかま」
姿になったことがうかがえる。
　会津平坦部のサルッパカマ（猿袴）またはサラッパカマ・
サッパカマと同形のものを、只見町ではカリアガリユッコギ
とかカリアゲユッコギ・ホソッパカマ（細袴）・ホソユッコ
ギなどと呼んでいる。股の部分を太く、脛部を細く作ったも
ので、ホソッパカマの呼称もある。ホソッパカマの呼称は桧
枝岐村にもあり、伊南川流域に分布する。ユッコギは深雪地
帯で聞かれる呼称で、「雪こぎ」に起因するものか定かでな
い。また、カリアガリ・カリアゲの呼称の由来も不明であ
る。単にユッコギといった場合には、屋内ではく下衣を指す
場合もある（大沼郡金山町）。

わち文化の交叉を意味するものといえよう。まさに、会津の
地名伝説にたとえられるように、福島県は東西南北の文化が
交叉する地域ともいえる。
　前述したように、福島県は会津・中通り・浜通りの三地方
に分かれ、天気予報もこの三地方に分けて報じられる。冬期
間は、会津は雪、中通りは曇り、浜通りは晴れという日がよ
くあり、気候的にも著しい差がある。会津は山林が大半を占
め、冬期間は多くの積雪、中通りは奥羽山脈越えで会津より
少なめの雪、浜通りは阿武隈山地に遮られて空っ風の晴れ
で、乾燥注意報が出る。
　会津は山々の間を只見川や阿賀川が流れ、また中通りに接
して猪苗代湖がある。中通りは奥羽山脈と阿武隈山脈の間に
福島をはじめ白河・二本松などの城下町があり、それらの町
を阿武隈川が南から北へと流れている。阿武隈川の冷涼な気
候は、全国有数の養蚕地帯となり、伊達地方の蚕種生産はそ
の代表産業となった。阿武隈山地は、近世には煙草の生産地
ともなった。浜通りは沿岸の小規模な漁業、相馬地方には松
川浦などの浦が多くあり、製塩や海苔養殖などが行われてき
たが、明治末から大正初期にかけて干拓化が進み、現在は松
川浦を残すのみとなり、ほかは水田となって相馬地方の穀倉
地帯となっている。
　会津地方は、福島県の半分に相当する面積があり、猪苗代
湖は福島県の臍

へそ

ともいわれ、その中央にある。猪苗代湖以西
に立地している会津地方の中心は、会津若松市や喜多方市な
どが位置する会津盆地である。近世においては会津藩 23万
石で、若松城下は仙台に次ぐ城下町であった。大沼郡の山間
部から南会津郡にかけては「南山御蔵入領」と呼ばれる 5万
石の幕府直轄領で、会津藩領地として治められてきた。会津
藩祖の保科正之は神道を重んじ、淫

いん

祠
し

の撤廃など民俗行事な
どを統制したため、旧会津藩領と旧御蔵入領では民俗行事等
にも差が見られる。こうした事例は、民具の存在にも関わっ
てくる。後述する「火伏せ」の男根や女陰の呪具を建前に棟
木に奉納する習俗や、小正月の歳

さい

神に藁人形を焼く行事の禁
止等にあらわれている。
　只見町は旧御蔵入領に位置し、747 km2という広大な面積
を有し、東京都 23区（621 km2）がすっぽりと入るほどであ
る。その大半が、ブナ林をはじめとする落葉広葉樹林におお
われている。冬期間は、「丈

たけ

余
あま

りの雪」とも呼ばれる 3ｍに
およぶ豪雪地である。山に降った豪雪は、無数の沢から只見
川やその支流の伊南川など大小の河川に注ぐ。まさに山と雪
と水の里である。こうした自然環境に植生する樹木や草など
を、この地方の人々は民具の素材として利用してきた。その
民具で田畑を耕し、山菜を採り、魚類や鳥獣類を獲って生活
してきた。まさに、只見の民具はこうした只見の自然と人々
が織りなす生活の軌跡といえる。
　只見の民具は、町民の手によって整理され、その成果を将
来へ継承するための方法として、展示施設の計画が町によっ
て検討されている。また神奈川大学との共同研究により、只
見の民具がインターネットによって世界に発信されており、
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　田村市大越町や滝根町などでも、ハンコをサシコにして着
用した。田村地方では仕事着の下衣を、広くカッサンと呼
ぶ。南相馬市鹿島区の船方（漁師）は、沖着として長着のド
ンザ、短着のサシコを着用した。
　只見町の冬は、背丈を越える豪雪のなかで、屋内の作業や
春先の堅雪の上での山仕事などには、綿入れは欠かせない衣
類である。只見町では、綿入をオミンノコとかンノコ、ミジ
カワタイレ（短綿入）などと呼んでいる。明治以前の会津地
方では、綿入を「ぬのこ」や「布子」と呼んでいたことが、
文化 4年の風俗帳に記載されている。喜多方市塩川町付近の
『塩川組風俗帳』には、「綿入の着物をぬのこと云」とある。
ヌノという呼称は、麻を指しており麻の綿入の呼称が木綿綿
になっても継承されたものとみられる。大沼郡昭和村では、
ヌノドンブクと呼び、麻の布地に中にも麻の挽きかす（苧ぐ
そ）を入れた綿入を着用した。「芋ぐそ」を打った綿「おわ
た」と同種のものである。オミンノコまたはヤマンノコとい
う呼称は、ヌノコをていねいな呼び方で呼んだものと推測さ
れる。

2 ）食生活用具

（ 1）食と道具
　会津地方では、鉄瓶をテドリと呼ぶ地方が多い。只見町で
はユッカマ（湯釜）と呼び、鋳物製で蓋がブリキや銅製のも
のもある。テドリは会津坂下町塔寺製のものが有名で、沸か
した湯もおいしいといわれるが、塔寺のテドリはほとんど見
ることができなくなった。塔寺は鋳物や鍛冶の村として知ら
れる。
　結婚式や葬儀の際、赤飯やおこわなどを入れる器に、ホケ
イ（行器）がある。会津地方で多く用いられるもので、楕円
形の漆塗で、半切形の桶製のものが多い。また、ハンギリ
（半切）と呼ばれる盥

たら い

洗型の丸い桶に赤飯やおふかしを入れ
る習俗は、福島県内で広く見られる。ふき漆と呼ばれる透明
の漆を塗るものが多い。
　会津地方の山間部ではハンゾ（盤槽）と呼び、杉やブナを
刳り抜いた容器がある。食器洗いや水溜めに用いるほか、赤
子の産湯にも用いたという。文化 6年（1809）の『新編会津
風土記』大沼郡胄組には、「盤槽」を製作していることが記
載されている。その説明には、「盤

ハン

槽
ソウ

　盥洗ノ器ナリ、木ヲ
刳メテ水を受ル所トス、径二尺余り、深サ四五寸許、多く
『ブナ』ノ木ヲ用ウ」とある。会津地方の古老は、現在も盥

たらい

をハンゾと呼ぶ場合が多い。
　会津地方ではクボウス（くぼ臼）と呼び、小型の胴部がく
びれた臼がある。主に粉搗きや雑穀の脱穀に用いられる。相
馬地方ではコナウス（粉臼）と呼ぶ。クボウスには、テキネ
（手杵）と呼ばれる立杵を用いる。会津地方のテキネは、一
方の先が丸く、もう一方は偏平になったものが多く、握りの
部分は細く削った形である。丸い方を粉搗きに用い、偏平の
方を脱穀等に用いる。臼には餅搗き用と米搗き用の二種があ
る。米搗き用は、大型で縁部が内部に返しがあり、はね飛ぶ

　只見町から南会津町（旧南郷村など）にかけては、ブタユ
ッコギ・ダフユッコギなどと呼び、股部を太く大きく作る。
これは上衣に綿入れの長着を着用し、その裾部をおおうため
に太くする。大沼郡昭和村では、フンゴミとかフグミなどと
呼んでいる。春から秋にかけて屋内での下衣は、只見ではモ
ンペと呼んでいる。只見町をはじめ南会津郡では、仕事着や
ふだん着には新潟県加茂市産の加茂縞を多く用いた。
　只見町から南会津町旧南郷村の伊南川流域には、ハダッコ
（肌子）と呼ばれるサシコ（刺子）がある。紺木綿に白糸で麻
の葉（茄子花）や七宝・析形などの幾何学模様を刺したもの
である。ムジリ袖の短着のものが多いが、膝までの長着のも
のもある。ハダッコという呼称のいわれについては不明であ
る。只見町にはボロ小布をあて刺したボロサシコがあり、会
津民俗館に多数収蔵されている。ハダッコという呼称から、
肌に直接当てる下着的な機能から発生した呼称とも推測され
る。
（ 2）さしこ
　ハダッコの呼称と関連して、只見地方のサシコに関する資
料として、貞享 2年の『伊南古町組風俗帳』の「百姓常ノ衣
類之事」に以下の記載がある。「秋ノ末より春迄之間ハ家な
み山なみと申候而、山なみハひざ切ニ家なみハ常ノ長ケニ横
指を拵壱ツ宛着申候、此中入ニハ麻之そかわを水ニひたし打
洗なみけと申ニ拵表ニハ古かたびらを当テ横指ニ仕候、是を
苧のわたともなみとも申候、」とある。すなわち麻の挽きか
す（苧かす）を中に入れ、横刺したもので「おのわた」・「な
み」と呼ぶとある。南会津郡下郷町から南会津町田島付近の
貞享 2年の『長江庄風俗帳』には、同様にして作ったもの
（麻ノ疎皮）を、「カクテ刺子ノ中入ニ用ル」と記し、「刺子」
の技法があったことを記載している。
　ハダッコと同形と見られるサシコに、サシコハンテン（刺
子袢纏）やサシコジバン（刺子襦袢）がある。サシコハンテ
ンは平袖形のものが多い。南会津町和泉田（旧南郷村）で
は、サシコハンテンは若者が最初はムジリ袖を着て、役付に
なるとムジリ袖の縫い目をほどき平袖にして着たという。サ
シコハンテンは村の共同作業などハレの場で着用し、平袖の
サシコハンテンを着ることを誇りにしたという。
　会津地方では会津若松市東山町湯ノ入地区で、サシコワン
バリと呼ぶ刺子を着用してきた。紺木綿に裏地をつけ、白木
綿糸で互

ぐ

の目に刺したものである。肩の部分には山道や柿の
花の模様をきれいに刺したものもある。ワンバリという呼称
については不明である。
　また西会津町と県境にある新潟県東蒲原郡阿賀町（旧津川
町・上川村）には、サシコモッコと呼び前身頃と後身頃に、
紺木綿に白糸で横刺や枡刺に刺したサシコがある。モッコと
いう呼称については不明である。
　相馬地方にはボロ着物をモッコと呼ぶ習慣があり、筆者は
明治 41年（1908）生れの母から、「そんなモッコ着て」など
と注意されたこともある。モッコが運搬具のモッコ（持籠）

に由来するものかは推測にとどめたい。
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物ハいも、蕪、大根の雑水（炊）、尤山の物とちしたミ粥に
仕被下候」とあり、栃の実を多く食べた。村によっては「栃
の実の口あけ」と呼ばれる解禁日を決めていた。栃の実は、
栗の実のような形で、堅い皮におおわれている。いったん湯
で煮てやわらかくしたのち、皮をむくのに使うのがトチムキ
（栃むき）である。栃の実はアクとよばれる苦みがあり、ア
ク抜きをしないと食べられない。食べるまで多くの手間がか
かる。
　『伊南古町組風俗帳』は、只見地方の栃の実の加工調整に
ついて、貞享 2年当時の様子が詳細に記載された注目すべき
資料であろう。「栃拾申事　秋ひがんノ比

（頃）

ひろい干置、春に
至骨折わざ不仕時分之喰物之足りに仕候、余計ハ囲置凶年の
喰物ニ仕候、此栃拵様の事、先さゆニて煮、壱ツ宛かわを
取、其後まきノはいヲあくに仕煮申候てやわらかニ成候時す
かりへ入流水にひたし置、あく気無之時又さゆニ而あく気を
煮出シ其後粥ニ煮給申候、是ヲ栃粥と申候、又こぬかヲつき
ませ栃粉と申ニ仕切り給申候、力の落申物ニ候故骨折わざの
時喰物ニ不罷成候」とあり、現在もこの加工調整方法は行わ
れており、栃餅としてこの地方の名物になっている。
（ 2）ハレの日の器
　会津地方のハレの食物の一つに、コヅユ（小づゆ）とかザ
クザク煮と呼ばれるものがある。里芋やニンジン・ゴボウ・
コンニャク・キクラゲなど、奇数の食材を細かく刻んで、貝
柱などでとったダシで煮込み、しょう油で味付けしたもの
で、これを結婚式や正月・初市の年始・祭礼などハレの行事
に食べる習俗が現在まで続いている。コヅユはヒラワン（平
椀）と呼ばれる平たい皿状の専用の椀で食べる。多くの人が
集合した席では、オオトジと呼ぶ富士山や鶴・松、鯉などの
描かれた華美な蓋付きの大椀に入れ、多くの人前でヒラワン
に盛り配り、共同飲食するものである。オオトジを載せる膳
はデンブ、ゼンブと呼ばれる。鯉などが描かれた大きな足付
きの膳（丸型や角型）もある。
　只見町ではコトジと呼び、それを載せるコトジノボン（コ
トジの盆）がある。只見町では結婚式に一通りの料理を出し
たのち、コトジに煮物やつゆ物を入れ、客の小皿（コトジワ
ン）に料理を小さじで盛り配ってまわる。これらは会津塗の
豪華な漆器で、朱塗りに金粉で縁起のよい絵柄が描かれてい
る。
　沼津市歴史民俗資料館に、鯉が描かれた蓋付きのオオトジ
とよく似た、天保 8年（1837）銘の箱付きの椀が展示されて
いる。会津地方のデンブや椀等に描かれた鯉の絵とよく似て
いることに、筆者は関心を寄せている。
（ 3）曲者
　弁当箱は、ネズコ（黒桧）と呼ばれる曲物で丸型や長円形
のもので、メッパとかメンパと只見町では呼んでいる。会津
地方でもメッパと呼び、秋田・青森県でいうワッパという呼
称は聞かれない。また、おかず入れとして使用するものは一
回り小さいもので、セイレメッパ（菜入れメッパ）と呼んで
いる。メッパは桧枝岐村が主産地で、現在も数人の人が観光

米粒が当たり臼中に戻る構造に作られる。米搗きをする場合
には臼の中にツキワ（搗き輪）と呼ぶ縄を巻き付けた輪を入
れ、その中をキネで搗く。
　貞享元年（1684）の『会津農書』（寛延元年写）の農具の記
載では、臼と杵について次ののように記載している。「臼

ウス

―米麦等舂。木を以作。大ハ立臼と云。少きを窪臼と云。
手
テ

杵
キネ

―穀
コク

類
ルイ

片手にて臼
ウス

づく具。木を以作る。又細腰杵子。
打
ウチ

杵
キネ

―穀類両手にてうすづく具。木を以作ル。」とある。
貞享 2年の『猪苗代川東組萬風俗改帳』によると、5月末か
ら 6月初めの麦搗き作業について、「麦出来候へは、夏ニ至
毎夜女共五人、六人寄合、宵ノ内ニ臼ニてゆい麦突申候、是
を夜麦突と申候」と、当時の様子を記載している。
　貞享 2年の『伊南古町組風俗帳』には、伊南川流域の日常
の食物について、次のように記載している。「百姓常之喰物
之事　秋ハ青菜、芋ぞうすい昼カ夜カ一度品々野粮食、冬中
より春迄ハ蕪ぞうすい稗のかゆ、夏ハ青物粮之ぞうすい、開
作ニ打立候而も如此、扨又苅敷取田うえ或ハ春木山骨折わざ
仕候時ハ昼食ニ菜、蕪、わらびノ粮入給申候」とある。「野
粮食」すなわちカテメシが主で、栃やシダミと呼ぶドングリ
類の木の実、大根や稗・粟などの雑穀類を多く食した。米の
飯は「無粮之飯」と呼び、ハレの食物であった。
　ソバやアワ・ヒエ等の雑穀類は、カノと呼ぶ焼畑で栽培
し、特にソバは焼餅など粉食として多く食べられた。粉を練
るのに用いるのが、ブナやトチなどを刳り抜いて製作した木
鉢で、只見町ではヒキバチ（挽鉢）とも呼ぶ。会津地方では
練ることをデッチルともいい、デッチリバチと呼ぶところも
ある。
　また、シイナ（粃）と呼ばれる実の入っていない籾や、籾
摺りで出た砕米、ユリコ（淘粉）と呼ばれる米粉も、朝飯や
小昼の食料として大切にされた。貞享 2年の『高田組風俗
帳』には、会津美里町高田付近の田起しのときの食物につい
て、「田打之時、喰物朝に粃屋（や）き餅、昼は糧少入たる
飯」と、粉食が日常食の主食的な位置にあったことがうかが
える。
　ヒキバチとイシウス（石臼）は、重要な生活用具であっ
た。石臼のヒキボウ（挽棒）と呼ばれる上臼を回す木は、直
角に曲がった堅木を用いる。春木山と呼ばれる薪伐り作業の
時などに、採取して準備しておく。挽棒が折れた際、材料を
求めに山に入るが、その日のうちに適した材料を見つけるこ
とができないと、その人は死ぬという伝承も猪苗代地方にあ
る。郡山市湖南町舘では、火災が出て半鐘に向かうときは、
石臼の挽木を持って走る。もし鐘を叩く槌がないときにこれ
を使用する。堅木のうえ、直角に曲がっているので槌がわり
になるという。
　ソバは、主にヤキモチ（焼餅）等の粉食として食べられ
る。南会津地方では、ソバ粉に栃の実やシダミ（ミズナラや
コナラのドングリ）を混ぜて食べる場合も少なくなかった。
貞享 2年の下郷町楢原付近の『楢原組風俗帳』には、9月か
ら 3月の冬期間には「九月より三月迄ハ昼めし不被下候、食
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塩生産を再興し、裏磐梯観光土産品として好評を得ている。

３）住生活用具

（ 1）雪と生活
　只見町は 11月になると雪が降り始め、雪が消えるのは翌
年の 4月になってからである。只見町の民家は、豪雪に備え
た構造になっている。その風土から生まれたのが、厩

うまや

中
ちゅう

門
もん

造と呼ばれる曲屋である。中門と呼ばれるＬ字型の突き出た
部分に、厩と通路を設ける構造である。中門部は切妻にし、
先端に出入口を設け、雪の季節の出入口とする。屋根に降り
積もった雪を、勾配にそって雪を下ろすため、軒下はすっか
り雪に埋れてしまう。
　只見町では「雪下し」といわず、雪から住宅を掘り出すこ
とから「雪掘り」と呼んでいる。この雪掘りや除雪に欠かせ
ないのが、コウシキと呼ぶ道具である。只見町のコウシキ
は、柄がＴ字型になっているのが特色である。これは新潟県
のものと同形である。会津平坦部はじめ南会津地方のもの
は、Ｔ字型の柄ではなく一本棒型である。『新編会津風土記』
大沼郡胄組の記載によると、「コスキ　雪を払フ器ナリ、多
ク『ブナ』ノ木ヲ以製ス、形鋤ノ如シ、柄ノ長二間計ニ至ル
者アリ」と、コスキという呼称は、「鋤」の形に似ているこ
とについて示唆した説明をしている。この説明にもあるよう
に、ブナの木を用い、材を縦割にして板状にしてから、荒取
りの形で保管して置いて、必要に応じて製作する。只見町で
はコウシキノヤマドリ（コウシキの山取り）と呼んでいる。
　貞享 2年の『伊南古町組風俗帳』には、当時の屋根の雪下
しすなわち「雪掘り」について詳細に記載している。当時か
ら「ほり除ケ申候」と、雪を掘るという言い方があったこと
がうかがえる。「冬中やねノ雪おろし申事　大成隙の費ニ御
座候、年ニ依テ雪七、八尺、壱丈計降り申候、冬中より正月
迄の間ニ十度、十二、三度ほどおろし申候、段々積り候後ハ
おろし雪ニ而やねヲ埋候故―おろしを二日、三日ニ而漸々ほ
り除ケ申事御座候、箇

（か）

様の時古家或は小柱ニ而麁相に作候家
なとハ梁桁、杻首等を押折申事数度御座候故いか様の小家成
共材木を丈夫ニ望作り申候」と、当時の屋根の雪掘りについ
て詳細に記載している。こうした方法は、只見町はじめこの
地方で、家屋の建築当初から吟味しており、何百年も豪雪に
耐えられる民家が多く、只見町叶津に移築された旧五十嵐家
住宅は、享保 3年（1718）の墨書があり、国指定重要文化財
となっている。
　「丈余りの雪」といわれるように 3ｍ近くの積雪の只見町
では、通路の確保そして通学路の除雪と、重労働の連続であ
る。あまりにも雪が多く、除雪することは不可能なため、歩
行する部分を踏み堅める方法となる。只見町をはじめ隣接す
る南会津町および大沼郡金山町や三島町付近では、長径約
1 m・短径 50 cmほどの楕円形のツルカンジキで雪を踏み堅
める。ツルカンジキにはコカンジキという小型のカンジキを
結わえ付けておき、コカンジキに足を載せ、ツルカンジキの
前先に吊り縄をつけ、片足を持ち上げ力強く雪を踏みこんで

土産品としてメッパ等曲物類を製造している。かつて桧枝岐
村ではテオケ（手桶）・ヒシャク（柄杓）・オボケ（苧桶）な
どの生活用具を生産してきた。特に「二八」と呼ばれる篩輪
は、この地の特産品として会津若松へ送られた。文化 4年の
『若松風俗帳』には、若松の産物として篩と輪篩が記載され
ている。「篩　馬毛を以篩底に織、江戸表は勿論、出羽・奥
州筋、野洲・越後辺迄交易仕候　輪篩　馬毛篩竹の類、四方
の近国へ交易仕候」とある。
　貞享 2年の『和泉田組風俗帳』によると、南会津町虻宮村
でも農作業ができない年寄が曲物製作を行っていることを記
載している。特に、「米ゆり桶」という玄米と籾とを選別す
る農具の製作を記載している。「界村端郷虻宮ニ而曲物仕者
御座候、最も野稼不罷成年寄者共、桶ひしやく或米ゆり桶な
ど曲げ、米雑穀などと取替、少し宛之足りニは罷成申候事」
とある。文化 4年の『五目組風俗帳』によると、喜多方市熱
塩加納町岩尾でも「まけ物ひさく類　但、岩尾村より差出申
候」と、曲物を製作していることがわかる。
　南相馬市鹿島区土栃窪でも、曲物製作を行っていた。鹿島
区では曲物の弁当入れを、エゴと呼んでいる。その意味は現
在では不明である。「飯籠」の意が推測の域である。
　只見町など只見川・伊南川流域はイズシ（飯鮨）と呼ぶハ
ヤ（鮠）やマス（鱒）のなれ鮨を作り、食べてきた。スシオ
ケ（鮨桶）と呼ぶ楕円形の桶に、魚の腹わたを取り除いてい
ったん塩漬けにし、腹の内部にご飯を詰めて並べ敷き、笹の
葉を置き、魚を重ねるように漬け込む。夏の土用すぎに漬け
始め、正月のご馳走とした。この地方の保存加工食である。
スシオケには菌が生き続けているので、毎年おいしい鮨がで
きたという。
（ 4）山塩の生産
　会津地方は、山間の地にあって塩は貴重な食料であった。
かつての塩は荒塩と呼ばれ、ニガリ（苦汁）すなわち空気中
の酸素と化合し、二酸化マンガンが出てしまう。そのため、
シオブネ（塩舟）と呼ばれるブナの木などを刳り抜いた舟形
の器をニガリ受けに使用した。只見町ではシオタライ（塩
盥）と呼ぶ半切り状の桶をも使用した。シオブネの上に棒二
本を渡し、その上に塩の入った叺

かます

を載せ、ニガリを受け溜め
る。溜まったニガリは、豆腐製造に用いたりする。塩は貴重
で高価なものであったため、シオブネの大きさはその家の財
産を示すものとされ、他人に見せるものではないとも言われ
てきた。
　只見町塩沢の只見川岸には塩井があり、そこから汲んだ水
を煮つめて塩を生産した。これは山塩と呼ばれ、明治 37年
まで生産されていた。塩沢の塩井は、弘法大師によって発見
されたと伝えられる。その川向いには塩釜神社も祀られ、製
塩の盛んな時代がうかがえる。文化 6年の『新編会津風土
記』には、塩井の風景を描いた絵と「ツクシ」という用具が
存在したことが記載されている。耶麻郡北塩原村大塩にも塩
井があり、『新編会津風土記』にも簡単な塩井の絵ともに、
弘法大師の発見の由来が記載されている。近年、大塩では山
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った。土間の一部には藁や筵を敷き、その中央には囲炉裏が
ある。囲炉裏は家族だんらん、食事の場として生活の中心と
なる空間で、その座席にも厳しい慣習があった。主人の座る
ヨコザ（横座）、その向いに嫁が座り焚木をくべる場のキジ
リ（木尻）などと全国的な呼称がある。囲炉裏は只見町はじ
め会津地方ではユルイと呼び、自在鉤が掛けられており、鍋
や鉄瓶などが掛けられ、食物の煮たきに欠かせないものであ
る。只見町ではカギザオ（鉤棹）とかカギノハナなどと呼ば
れ、会津地方ではカギドノとかカギサマなどと呼ぶ地域が多
い。会津地方は雪が多く、竹の生育に適さないため、細い枝
をはり合わせた箱形のカギザオが多い。まれに竹製のものも
あるが、その家の主人が屋根葺きの出稼ぎに関東方面に出た
おり、竹を求め製作したと伝える例もある。只見町では狩猟
や炭焼など山小屋に木の又に縄を付け、簡略的に作ったもの
をジザイカギ（自在鉤）と呼んでいる。
　カギザオの上にはヒダナ（火棚）が吊るされ、そこにはぬ
れた藁の履物を掛けたり、カチグリ（勝栗）などが掛けられ
ている。照明の材料のネマツ（根松、松脂を多く含んだ松木）

を干すマツホシ（松干し）なども載せたりする。ヒダナは、
太くなったヒダナナワ（火棚縄）で吊るされている。
　囲炉裏の隅やキジリなどには、炉で燃やした残り木すなわ
ちオキ（燠）をヒケシツボ（火消壺）に入れ、消炭を作り、
炬
こ

燵
たつ

や行
あん か

火の炭に利用する。多くは蓋付きの陶製のものであ
る。会津平坦部ではヒケシガメ（火消甕）と呼び、茄子形の
石製のものが多い。石はトーガハライシ（稲荷原石）と呼ば
れる、会津若松市河東町八田地区の稲荷原産の軟らかい石
で、火にあたると堅くなるが、水に弱い性質である。家族の
数により大小さまざまな形がある。
（ 2）さまざまな暖房具
　寒さが厳しい会津若松地方では、暖房具としてコタツ（炬
燵）は欠かせない。コタツにはコタツヤグラ（炬燵櫓）が掛
けられる。会津地方では、朴木でほぞを組み製作したもので
ある。コタツヤグラには炬燵用と行火用とがあり、行火用は
小さく作る。コタツヤグラは指物大工など専業職人の製作す
る頑丈なものである。『新編会津風土記』大沼郡永井野組蛇
食村（会津美里町）では、文化 6年当時「曲炬燵」と称する
ものがあったことを記載している。「又蛇食村ニテ楢木ヲ曲
テ炬燵櫓ヲ製シ産業トス、俗ニ曲炬燵ト称シ、極テ下品ノモ
ノナレトモ、堅固ニシテ寒国ノ民用ニ便ナリ、」とあり、専
業職人以前の自製的コタツヤグラが存在したことがわかる。
　会津地方では、座敷などに炬燵を設置する場合が多い。床
下に箱形に炬燵の炉となる部分を設け、そこに石製の炉を設
置する。セキロ（石炉）と呼び、会津平坦部では尺 5寸四
方、深さ 1尺ほどの大きさのものが各戸 2、3箇あった。只
見町ではコタツナベ（炬燵鍋）と呼び、大きな鍋を転用した
ものである。コタツヤグラにはコタツガケ（炬燵掛）を掛け
る。仕事着の古いボロ、特に麻布を数枚合わせ、麻糸で刺し
たものを用いた。後には木綿布などに、麻の葉や七宝などの
模様をきれいに刺したものも利用されるようになる。

いく。
　ツルカンジキは雪の少ない会津平坦部にはなく、フミダワ
ラ（踏み俵）と呼ぶ俵状のものに足を入れ、片足ずつ吊り上
げて雪を踏みこむ。三島町ではツルカンジキとフミダワラが
共に使われている。雪の多い只見町のものが大きく、金山町
から三島町にかけて雪が少なくなると、大きさも小さくなっ
ていく。新潟県魚沼地方では、ツルカンジキをスカリと呼ん
でいる。その使用風景が鈴木牧之の『北越雪譜』に描かれて
いる。魚沼地方のものは只見のものより更に大きいものであ
る。
　三島町大谷付近の文化 4年の『大谷組風俗帳』には、ツル
カンジキを「鶴」と表記し、コカンジキと共に絵まで記載し
ている。ツルカンジキの近世の唯一の絵であろう。カンジキ
についての説明は、金山町付近の『金山谷風俗帳』などの記
載とほとんど同じである。「大雪にて通路難レ成時はがんし
きをはく、又雪はかまと云を着て自由仕候、大雪には指渡弐
尺余りに木を丸く曲て所持し、くつに結付て先達而雪をこ
ぐ、是を鶴と申候、其跡を常ノかんじきにて歩む事あり、鶴
かんじきの図ヲ顕ス」とある。
　ツルカンジキに「鶴」という漢字をあてているのは、宛字
であることは想像がつく。只見町田子倉には、カンジキの由
来を語る伝説がある。八幡太郎義家が、大雪のため一歩も進
軍できず立ち往生していた。そこに一羽の鶴が、木の枝をく
わえて飛んできた。鶴はその枝を雪上に落し、枝の上に降り
立って止った。それを見た義家は、木枝を輪に曲げたものを
兵士たちに履かせて進軍し、敵に討ち勝ったという。この伝
説とツルカンジキを結び付けることは暴論であるが、民具名
称のなりたちを考えるうえで、伝説や昔話など口頭伝承をも
一つの指標となるのではないかと考えたい。
　会津地方の民家は、寒さが厳しいため厩を屋内に設ける内
厩の造りである。人馬共に生活し、絶えず馬が人の目の届く
所にあった。古くは直

すこ

屋
や

と呼ばれる造りであるが、江戸中期
ごろから厩中門造の曲屋形式が会津地方に出現する。管見の
限りでは、正徳 2年（1712）に「中門造」が『家世実紀』に
記載されている。貞享元年の『会津農書』には、当時の農民
家屋の造りについて次のように指導している。その造りは近
年まで会津地方の農民家屋として、よく見られた造りであっ
た。
　「家構　農人之家ハ干物之勝手に日を受て南向に作るべ
し。或ハ俄雨なと降り乾物急に取込に自由之ため、居間を土
座にして前に長戸を立べし。又稲取始末之勝手に舂

ツ

き場
ニハ

を広
く、居間と場之仕切仕切なしにてよし。夜ルの明し火を一所
にてとぼし、両之たよりになすべし。乍レ去家の向、町並谷
之在所ハ定がたし。明し之得ハ成レ少ツといへとも、微

ミ

塵
チン

積れハ山と成と云心を考べし」と、著者佐瀬与次右衛門は農
民家屋の造りについて指導している。ここに記載された内容
は、会津地方の伝統的な民家を形成してきたといえる。
　その一つに、「居間を土座にして」とあるように、ニワと
呼ばれる広い土間があり、稲扱きや藁仕事などの作業場とな
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のみであろう。
（ 3）火難除け
　大沼郡の山間部から南会津郡の旧御蔵入領の地域では、建
前に棟木にヒブセ（火伏せ）とかヒブセノカミ（火伏せの神）

といって、木製の男根や女陰を形どった呪物を奉納する習俗
が昭和 20年代まで一般的に行われてきた。女陰を藁で作る
地域もあり、女陰は朽ちて存在しない場合が多く、男根のみ
が解体時に取りはずされてきた。桧枝岐村では女陰のかわり
に曲物の桶の底を抜き、これを男根に通し奉納する例が多
く、セーマラとかオセーマラと呼んでいる。
　男根と女陰を形どった呪物を火難除けに奉納する地域は、
福島県内では阿武隈川流域の安達郡・伊達郡で、二本松市か
ら福島市・伊達市に位置する。阿武隈山地の相馬郡飯館村に
も分布している。この地域は伊達郡川俣町と隣接し、行政的
には浜通りであるが、風土的には中通りといえる。これら男
根・女陰を奉納する地域では、建前の晩に約一坪ほど板で囲
い、そこに夫婦で一晩過ごす習俗があった。南会津町旧南郷
村では、「板囲い」と呼んでいる。
　浜通りの南相馬市鹿島区では、ゴンボといって牛蒡のよう
に縄を細長く巻きつけたもの、鮭のような魚を板に縄を巻い
て作ったもの、龍を「水」の形に縄を巻きつけて作ったも
の、水樽や鰹節の形に作ったものを屋根裏や棟木などに上げ
る習俗が見られた。やはり火難除けとして奉納されていた。
　男根や女陰を形どった呪物を奉納する地域は、会津に接す
る栃木県日光市旧栗山村、新潟県魚沼市旧入広瀬村などにあ
り、日光市泥浮ではオセーマラと呼び、桧枝岐村と同じ呼称
がある。旧会津藩領の会津平坦部は、穴があいたように分布
していない。

４．生産用具　農業・山樵・漁業・狩猟

１）農業

（ 1）田畑を耕す
　会津地方では一家の働き頭（主人）を「鍬頭」と呼ぶ。
鍬・鎌は農具の代表的な存在であるところから、家長を鍬頭
と呼ぶようになった。単に鍬というと、平鍬を指す場合が多
い。
　宝永元年（1704）の佐瀬与次右衛門著『会津歌農書』で
は、「田畑を耕す農具 犂

からすき

や　打鍬鋳鍬三品ありける　元より
も会津の田畑剖ふく

（鍬）

ハ　柄のかゝ
が

むたる打鍬ぞかし」とあ
る。「犂

からすき

」や「鋳鍬」は与次右衛門の知識から他国での鍬を
あげ、「元より会津の鍬」というように、会津は「打鍬」す
なわち野鍛冶で鍛造した鍬を指している。それは平鍬であ
り、まだ三本鍬など備中鍬は使用されていない。貞享 2年の
『猪苗代川東組萬風俗改帳』には、平鍬の絵が描かれてい
る。なお、寛延元年（1748）の『会津農書』写の農具の記載
では、『鍬―田畑搗

ウナウ

生具。里にては毎年新鍬ヲ用ゆ。山郷
にてハ古鍬を焼、仕置して用、鍬柄反

ソリ

僂
カカム

ハ己
オノレ

が腰膝にふし
に比
クラベル

。』と、山郷では古鍬を焼き直して使うとある。

　機織のときに足元に行火を置いたり、布団の中に行火を入
れて暖をとる場合が会津地方では多かった。会津地方では行
火をヒバコ（火箱）と呼んでいる。会津平坦部では稲荷原石
のものが多いが、只見町など南会津西部の伊南川流域には稲
荷原石のヒバコはほとんど流通しなかった。木を刳り抜いた
ものや、粘土製のものもあり、ヒバコ用の小さなコタツヤグ
ラを使用する場合もあるが、多くは古布などにくるんで使用
する。只見地方では、陶製の行火が多く用いられ、二段式の
ニカイアンカ（二階行火）も用いられた。
　只見町では、コタツやアンカには、自家製のカジコと呼
ぶ、原初的製法による木炭を使用した。カジコは、土中に穴
を掘り、原木を積ね尺を付けたのち、ぬれ筵をかけ土を掛け
て、一週間ほど置いて作ったもので、各家で晩秋にカジコ焼
きを行った。晩秋の只見町の風物詩であり、昭和 50年代前
半で廃絶した。
　厳しい寒さから家畜を守るため、厩中門造の民家が会津地
方に建てられたことを前述した。蚕に害を与える鼠を退治す
る猫も大切な家族の一員である。特に猫は寒さを嫌うため、
只見町では藁で猫の入る器、ネコチグラ（猫ちぐら）を作っ
て囲炉裏のそばに置いた。隣接する南会津町旧南郷村では、
ネコイズミと呼ぶ。またネコイジコと呼ぶ地域もある。藁を
細く束ねた状態のものを、渦巻状に編みあげて容器を作った
乳児や幼児を入れるイチコにその製作方法が共通しているた
め、ネコチグラやネコイズミ・ネコイチコという名称が存在
するものとみられる。例えば、飯を釜ごと入れるイチコや皿
を保管用するためのサライチコ、新潟・山形・福島県に位置
する飯豊山に登拝したときに屋根に上げるヘイジコ（幣いち
こ）などの名称がある。チグラの呼称は、只見町付近の限ら
れた地域で聞かれる。
　南会津地方の豪雪・極寒を象徴する民具として、トコバコ
（床箱）がある。南会津町木伏ではハコドコ（箱床）と呼び、
ある老人は昭和 46年までハコドコを利用してきた。トコバ
コは只見町に隣接する金山町山入地区でも使用されてきた。
縦 2 m、横 1 m、深さ 30 cmほどの箱に藁を敷き詰め、布団
を入れて寝るものである。只見町梁取では、昭和初期ごろま
で使用してきた。ハコドコに寝る習俗は、山形県の方にもあ
ったことが、高山彦九郎の『北行日記』寛政 2年（1790）に
記載されている。「床箱とて箱の内に小児老人を寝す。藁な
ど敷てやわらかにす、冬は暖く夏は蚤上らずよろしとぞ、」
とあり、老人と子どもが寝ている。また脇田雅彦・節子両氏
の調査により、岐阜県旧徳山村にも存在したことが報告され
ている。
　只見町から桧枝岐村や大沼郡昭和村などでは、嫁入りに持
参した長持を棺桶として、亡くなった折に利用する習俗があ
った。只見町ではキンビツ（衣櫃）と呼び、桧枝岐ではカロ
ウドと呼んでいる。桧枝岐村では男性用は蓋が平らで、女性
用は中央部が盛り上がった形のものである。大きさは縦 3

尺、幅 2尺、高さ 2尺 5寸ほどの小型の長持型である。カロ
ウドの呼称は不明で、こうした習俗は福島県内ではこの地域
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（ 2）馬や牛を利用する
　東北地方では田うない（田起し）は、三本鍬やマンノウグ
ワ（万能鍬、四本鍬、猪苗代町など）などで行い、明治 20年
代ごろからは、バコウ（馬耕）とかバコウグワ（馬耕鍬）と
呼ばれる馬や牛に引かせる犂が使用された。初期のバコウは
刃先をはめる部分が杉の根曲り部などを利用したもので、後
にはニダンバコウ（二段馬耕）など改良式のものが使われる
ようになる。喜多方市熊倉町舘稲荷神社には、明治 40年
（1907）に奉納された稲作を描いた絵馬が拝殿に掛けられて
いる。バコウによる田うないが描かれているので、明治後半
にはかなりバコウが普及していたことがわかる。
　新田起しや畑の開墾には、トウグワ（唐鍬）を用いる。
『会津歌農書』には、「唐鍬（とうくハ）といふハ鉄にて作る
なり　第一新田おこす時よし」とある。相馬地方では、唐鍬
をマンノウ（万能）と呼んでいる。
　田植え前の代掻きには、古くからマグワ（馬鍬）が使用さ
れてきた。相馬市の大寿Ａ遺跡からは、8世紀の馬鍬とみら
れる遺物が出土している。代掻きは田植え前の大事な作業
で、田植え終了後には早苗に御神酒を浸し、馬鍬を洗うしぐ
さを行う。「馬鍬洗い」と呼び田の神を祭り、豊作を祈願す
る風は全国的である。訛ってマンガアライとも呼ぶ。
　『会津歌農書』では、馬鍬および附属用具を列挙して詠ん
でいる。「鞍ほねやしともちいさく拵

こしら

へて　馬におほふをし
ろぐしといふ　田代

しろ

かく馬
ま

耙
くハ

むすびし其綱を　いずれの里も
耙
は

結
ゆふ

とぞいふ　鉄のこを胴
どう

の横木に九本さし　田のしろかく
を馬耙とハいふ」とある。寛延元年写の『会津農書』では、
乾田と湿田で馬鍬の構造の違いを述べている。「方

マグ ワ

耙―田
掻の時の馬の具。胴ハ木、歯ハ鉄を以作ル。歯数ハ、九本。
陸田にハ歯短く、ひとろ田ニは長歯を用る。方耙子共云。又
馬把トモ書。」とある。馬鍬の歯が 9本であるところから、
猪苗代地方では 9歳の子供には鼻取りをさせるなといってい
る。
　鼻取りとは、ハナザオ（鼻棹）といって馬鍬を引く馬の口
もとに、竹や木の棹を付け、代を掻く所を導く役で、主に子
供や女性が行った。鼻取りをする子供がおらず、代掻きがで
きずに困っていると、地蔵様が子供の姿に身を変えて代掻き
を行ったという。この言い伝えにまつわる「鼻取り地蔵」
が、只見町をはじめ浜通りの大熊町熊、いわき市四倉町長友
など各地にある。
　只見町では、馬鍬を引くための鞍、シロカキシト（代掻き
しと）には田の神が乗っているので、絶対に人は乗っていけ
ないと言っている。代掻鞍から馬鍬を引く縄を、ハヨウナワ
（把結縄）とかハヨウという。正月 11日の「農の始め」に
は、「把結縄」を作る行為が県内の広い地域で行われてい
た。文化 4年の『慶徳組風俗帳』には、喜多方市慶徳付近で
正月 11日の「農の仕初め」にハヨウナワ（把結縄）を儀礼
として作り始めることが記載されている。「十一日　農の仕
初めとて把結（ハヨウ）縄よりなひ初め、しろかき道具其外
農具を拵初むるなり」とあり、いかにハヨウナワ作りが大事

　只見町でも、クワ（鍬）といえば、刃先をクワガラ（鍬柄）

にはめる平鍬をさす。会津地方では、『新編会津風土記』に
よると、大沼郡胄組の山村では「鍬柄」を作り、生計の資と
したことが記載されている。クワガラは使用する者が自ら製
作する場合が多く、多くはブナ等の一木取りである。幹の部
分に刃先をはめる台（風呂）をとり、柄は枝部にする。幹と
枝の勾配が大事であり、『会津農書』にあるように、柄の反

ソ

りは使用する者の腰や膝に合わせるとある。只見町ではヒラ
グワ（平鍬）といった場合、刃先全体が金属の鍬を指し、南
会津町山口の「へつり鍛冶屋」が製作した改良鍬である。こ
れをヘツリグワ（へつり鍬）と呼んでいる。柄を鍬先に指し
込むのでなく、挟むようにしてボルトで止めるものである。
　只見町の鍬で注目すべきものに、タゴシラエグワ（田ごし
らえ鍬）がある。タゴシラエとは、ヒドロタ（卑泥田）と呼
ばれる強湿田で、春先に昨年秋に刈った稲株を掘り起しなが
ら、田を軟らかくする（代掻き）作業をいう。タゴシラエグ
ワの柄には、鍬を打ちこんだときに飛びはねる泥水を防ぐ泥
除け具をつける。只見町では杉板に穴をあけたもの、マタタ
ビの蔓で板状に編み穴をあけたものの 2種がある。杉板製の
ものが多く、テズラと呼んでいる。金山町山入ではミズヨケ
（水除け）と呼んでいる。
　石川県地方ではテドリ、山形県庄内地方ではテンズラと呼
び、竹を編んだものである。大蔵永常による文政 5年
（1822）の『農具便利論』では、越後の泥除け具として、「ね
こ」と呼ぶと図まで記載している。また東海地方の農書『百
姓伝記』（天和 2年説）には「鍬かさ」として解説し、「てい
でい」とも呼ぶと記載している。テドリ・テンズラ・テズ
ラ・「ていでい」と語韻が似た用語で、日本海側に多く見ら
れる。福島県内で泥除け具を使用してきたのは、只見町付近
のみであり、新潟方面より伝播したものとみられる。
　サンボングワ（三本鍬）、刃先が三本に分れた鍬、備中鍬
は会津地方でいつごろから使用されたか不明である。文化
12年（1815）写の『会津農書』に欄外に注記で「三本鍬」と
記載しているので、文化年間ごろに使用されたものとみられ
る。相馬地方では天保年間（1830～1844）頃の農具の書上げ
に、「備中鍬」・「立萬能・三本子　四本子」とあるので、や
はり文政年間から天保年間にかけて使用されたものであろ
う。宝暦 13年（1763）の中野義都著『北郷鄙土産憐民政要』
の農耕の図には、平鍬での田起しで備中鍬は使用されていな
い。サンボングワには、刃先が長い畦

くろ

塗りに使用するものも
ある。
　カノと呼ばれる焼畑では、ヤマグワ（山鍬）などと呼ぶ柄
の短い鍬を使用した（三島町大石田）。焼畑は山の急斜面の
ため、柄を短かくする。只見町ではカッツァボウ（搔っつあ
棒）と呼び、二又や三ツ又の自然木の原初的な道具を用い
る。刈った草木や焼き残りの木を集めたり、ソバやアワなど
の種子を蒔いたあとの土掛けに使用する。南会津町川衣では
カクサマトウリ、桧枝岐村ではカクサボウとかカクサなどと
呼んでいる。川衣ではシオジの木で作る場合が多いという。
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う。これをナンバアライ（ナンバ洗い）と呼び、餅を供え田
の神を祭り、豊作を祈念する。
　『会津歌農書』では、「なんば」と併記する形で「大足」を
記載している。「あしなりにはきて泥ふむ縦

たて

板を　元より是
は大足といふ」とある。「元より」とあるのは、「なんば」が
猪苗代湖周辺のみに使用されていた特殊なものという意味が
込められているとみられる。『会津農書』では、「大

オオ

足
アシ

―馬
足レ叶深旱泥田植る時泥をふみ均

ナラ

具
シグ

。板を以長サ貮尺横壱尺
に作る。人に寄て少シハ大小有。是ハ立

タテ

板を用ル。」と形態
をも記載している。オオアシは浜通りでは、相馬郡飯館村比
曽や大熊町野上など阿武隈山地に位置する地域で使用されて
おり、太平洋沿岸ではほとんど使用されなかった。
（ 4）水を引く
　伊南川流域の南会津町旧南郷村から只見町にかけて、春先
の田植え前に、伊南川に細木を組み、そこに柴をあて堰止
め、逆流する方法で水田に水を引く。これは村あげての共同
作業で、オオゼキ（大堰）と呼ばれる。三角形に細木を組ん
だカリヤスを数個造り、これを川に沈め、ナガラと呼ぶ細木
を横に結えつけ、カリヤスをつなぐ。ナガラに柴をあててい
く。カリヤスの中には多くの石を入れて安定させる。石や柴
を運ぶのにブチブネ（打舟）と呼ぶ丸木船を只見町梁取では
大正初期ごろまで使用したという。カリヤスにはオオカリヤ
ス（大カリヤス）とコカリヤス（小カリヤス）の二種類があ
る。カリヤスの設置は、「鱒留梁」でも行われた。貞享 2年
の『和泉田組風俗帳』にはその構造を詳細に記載している。
「五月始めに川を留切申候、長貮間ニハキ廻位之細木を三本
宛かりやすニゆい、中段ニ棚を仕石を上ゲ、川幅ニより右の
かりやす五拾間も立、ながらと申細木を二通りゆひつけ、長
壱間ニ横五尺位之蘆をあミ立申候ニ付、鱒川上へ通不申候」
とある。カリヤスに入れる石を運ぶ背負い籠をタガラと呼
ぶ。堆肥を運ぶソラックチを小さく作ったものである。
　小さな堀から高い場所の水田に水を引く道具として、只見
町ではミズヒキポンプ（水引ポンプ）と呼ぶ箱の筒状で、水
鉄砲のように水を吸いこみ、水を押し出す。他地方では、ス
ッポンなどと呼ぶものである。
　施肥用具は、肥料運搬に関わるため運搬用具の表に多く分
類されているが、ここでは施肥用具という使用目的から述べ
ておきたい。
（ 5）堆肥の運搬
　肥料はほとんどが自給肥料である。下肥・小便・厩肥・堆
肥・刈敷・灰などである。厩肥すなわち牛馬の小屋に敷いた
藁は、糞尿が滲み込み、また食べ残しの草類などが腐り発酵
し、貴重な肥料となる。厩から厩肥を引き出す道具として、
コエダシカギ（肥出し鉤）がある。古いものは自然木の幹と
枝を鉤形に利用したものである。その鉤部の勾配がむずかし
い。あまり角度があっても肥が引っ掛かりにくく、はずれて
しまう。角度が鋭角であると腰が痛く引きにくい。そのため
春木山の薪採りの時などに、コエダシカギに適した材があっ
たら採取しておく。絶えず注意を払っておく。寛延元年写の

であるかが理解される。把結縄を馬鍬の片側につけ、もう片
側にはハイヨダケ（把結竹）とかハヨウダケと呼び、根曲り
竹 1本もしくは 2本を束ね、鞍と馬鍬に結びつける。只見町
ではタカバヨ（竹把結）と呼び、馬鍬をつなぐのにクルミの
樹皮を用いた。
（ 3）馬が使えないとき
　馬の入れないような湿田のヒドロタでは、テオシシロカキ
（手押し代掻き）を用いた。また、会津平坦部では、コマザラ
イと呼ぶ木製の長い柄をつけた熊手型のものを使用する。貞
享 2年の『猪苗代川東組萬風俗改帳』にはその図が描かれ、
現存するものと同形である。寛延元年の『会津農書』写に
は、「 杷

コマザライ

―馬足不レ立深旱
ヒ

泥
ドロ

田植る時手しろといふ。掻
廻す具。南

ナン

蠻
バン

とき、なんばん杖にも用ゆ。胴は木歯を以て作
る。亦

チリ

芥
アクタ

をかきよせる
サライ

ハ木把（根）竹把（根）共木と
も。竹に而作る。」とあり、「こまさらい」という呼称は、東
海地方の農書『百姓伝記』にも記載され、会津地方のものと
ほぼ同形であるとみられる。農具としてのコマザライは会津
平坦部地方のみに多く、中通り・浜通りではほとんど見られ
ない。相馬地方では竹で作り、熊手部分は竹を割り、先を曲
げたもので、ゴンノと呼ぶ落ちた松葉を掻き集めたり、藁く
ずなどを掻き集めるのに使用する。只見町ではテオシシロカ
キ（手押し代掻き）と呼ぶ改良型の手代棒が使われてきた。
　コマザライと同じような機能をもつものに、エンブリ（柄
振）がある。山形の板に長い棹を付けたもので、柄を振るよ
うに使用する農具で、この名称は全国的である。代を掻いた
後の田面を平らにするもので、『会津農書』には「杁

エブリ

―掻
田の跡を平らにする具。板を以作る。地摺

スリ

をのこぎり歯に刻
キザ

む。亦捌
エブリ

と書。」とある。エンブリでは「均
なら

す」といわず、
「摺

す

る」という。均すは「不
なら ず

成」に通じるためという地域が
多い。
　馬が入れない深いヒドロタでは、会津地方や中通りの阿武
隈山地ではオオアシ（大足）で代掻きをする。また、猪苗代
湖周辺では、ナンバと呼ぶ横長型の田下駄を使用する。これ
は民俗事例としては、猪苗代湖周辺のみで、昭和 30年代ま
で使用されてきた。同形のものは、静岡県沼津市の浮島ヶ原
周辺で使用されてきたが、現存しない。沼津市歴史民俗資料
館に復元製作されたものが展示されている。『百姓伝記』に
も、「かんじき、なんばとも云、（中略）ふか田をかへし、ま
た田を植へるに足にはくものなり。」とナンバという呼称の
存在を記述している。ナンバは貞享 2年の『猪苗代川東組萬
風俗改帳』にも描かれ、現存するものと同形である。
　『会津農書』には、「

ナン

板
バン

―馬足不レ及深旱泥田植る時泥
ふみならす具。板を以長サ貮尺八寸横八寸に作る。人に寄て
少は大小有。是ハ横板に用。」と形態まで記述している。足
を大きく横に広げ上げ、相撲取りが四

し

股
こ

を踏むように、力強
く田面を踏み込み、土塊を踏み均す。身体のバランスを取る
ため、杖をつく。ナンバツエとも呼び、コマザライや柄の長
いマンノウ（万能、三本鍬）も使用する。猪苗代地方では、
田植え終了後にナンバに御神酒を浸した早苗で洗う仕草を行
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ビンを使うことができない。コイオケやフリオケには、下肥
を汲んだり、入れたりするコエビシャク（肥柄杓）がある。
板で箱形に作ったものや桶のものが多く、長い柄を付ける。
　会津地方は冬期間は雪で一面の銀世界におおわれ、大寒の
冷え込みは雪をコンクリートのように凍らす。雪により山の
低木そして田の畦堀などは凍結した雪で大雪原となる。この
ような状態をカタユキ（堅雪）と呼び、その上をソリ（橇）

で木材を出したりする。農家では堆肥を運ぶ。「肥引き」と
呼び、厩肥や堆肥を橇で運ぶ。肥引きは、雪がとけない午前
中に行う。雪原に黒い堆肥の山が点在する光景は、雪国に春
を告げる風物詩のひとつである。橇はオンノレと呼ばれ、
「斧も折れるほど堅い」といわれるダケカンバを材料とする
場合が多い。浜通りでは船の櫓の材料に多く用いられる。喜
多方市熱塩加納町日中地区の橇は有名である。文化年の『五
目組風俗帳』にも「雪舟橇　十月初より三月中旬まで拵申候　
但、山岩尾、野辺沢、五目村端郷、大平、黒岩右村々にて重
に差出申候」とある。橇は風俗帳には、「雪舟」とか「雪車」
などと記載されている。
（ 6）田植え
　田植えは、明治時代中頃から会津地方でも正条植えが行わ
れるようになり、タウエワク（田植枠）が只見地方で使用さ
れるようになる。八角形の木枠を田面上に回転させ、枡形に
筋を付けるもので、新潟県内で発明されたともいわれ、会津
地方では只見町をはじめ南会津郡に多く見られる。浜通りで
は南相馬市原町区など一部の地方でも使用された。福島県内
ではガジとかガジボウと呼び、3間ほどの細長い板に 1 mほ
どの割竹を、苗を植える間隔（6～ 7寸）に打ち付けたもの
で、縦・横の筋を付け、その交叉した箇所に苗を植えるもの
である。天水田など水を抜くことのできない水田では、井桁
状に桟

さん

を打ち付けたジョウバン（定板）を田面に置き、縦・
横の交叉した部分に苗を植える。会津地方には、植える箇所
にイボ状の突起を付けたジョウバンがあり、イボジョウバン
と呼ばれている。
　正条植え以前は「やたら植え」とか「めった植え」と呼
び、畦際に縄を張り、上手な人が縄の目印にそって植え、そ
れに並んで早乙女たちが植えていた。『会津農書附録』八に
は、田植えの方法には「真果敢」・「廻し果敢」の方法がある
と記載されている。真果敢とは、早乙女が同じ間隔に並んで
蟹のように横に植えては、後ろへ退き下がる方法である。
　苗代から植える田に苗を運ぶのには、ナエカゴ（苗籠）と
かボテカゴ（棒手籠）と呼び、天秤で前後二つの籠に入れて
運ぶ場合が多い。ナエカゴ一箇には 120把の苗を詰める。植
える田の面積により、苗の数を見積って運ぶ。苗をタガラ
（またはソラックチ）で背負う場合もある。
　会津若松市付近では、ヒヤッカとかヒラッカと呼ぶ楕円形
の皿状の籠 2箇を天秤で担ぎ、苗や野菜を運ぶ。会津地方で
はゲンゴロウをヒヤッカと呼び、その形に似ているところか
らの名称と推測される。前述のエボ（またはサデミ）を二つ
合せたような形である。

『会津農書』には、「木鉤―馬の糞出スかぎ。」とある。後
には鉤の部分が、鉄製になる。
　厩肥や堆肥を運ぶには、只見町ではソラックチ（空口）と
呼ぶ背負い籠が多く用いられる。金山町ではソラッカゴ（空
籠）と呼ぶ。木の幹と枝の鉤部を背中にあたる部分に二本組
み、左右に曲り木を組み、これに縄や山ブドウ皮をからめ籠
形に作ったものである。会津平坦部ではタガラとよび、中通
り・浜通りではタンガラと呼んでいる。南相馬市鹿島区では　
枝分れが多く弾力のある樅

もみ

の木を用いる場合が多い。
　『会津農書』には、「簣

タガラ

―漢字にはあじかと云。土を入
背負器か。□

（不明）

か縄を以て作ル。□
モロコシ

と竹にて作ル。」とあり、
「簣」という漢字をあてている。『会津歌農書』の農具一覧に
は、「手簣」と記載しており、「たがら」と読ませたものとみ
られる。『百姓伝記』には、「あぢか」と表記し、構造や使用
方法も同様である。貞享 2年の『猪苗代川東組萬風俗改帳』
には、「たから　是ハ田畑養はこび申入物」とあり、「養」す
なわち肥料運びの道具と説明し、図まで記載している。
　大量の堆肥や厩肥を遠くの田畑に運ぶには、タレバカマ
（垂袴）が用いられる。会津平坦部から中通り・浜通りの広
い地域でタレバカマと呼んでいる。タレバカマは馬の背に長
方形の木枠を荷鞍に設置して、馬の背の左右両側に縄で網状
に結んだ袋を付ける。その両側に堆肥を入れ運ぶ。下すとき
は、左右の袋を同時にほどき、堆肥を下す。『猪苗代川東組
萬風俗改帳』には、「たれはかま　是ハ右（たがら）同断馬
ニ附候具」と図を添えて説明している。喜多方市熊倉町舘の
稲荷神社に明治 40年に奉納された農耕絵馬には、タレバカ
マの使用風景が描かれている。
　大沼郡の山間部から南会津郡では、タレバカマはビクと呼
ぶ。『会津歌農書』では、「垂

たれ

袴
はかま

こやしをはこぶ馬の具ぞ　
是を他方でびくといふなり」と「びく」という呼称の存在を
示している。
　タガラやタレバカマに堆肥を入れるときに使用するのが、
箕の形をしたエボである。『会津歌農書』には「柳箕」とあ
る。「柳箕ハ田畑の膄

こや

しすくひ入　馬に負する時そもちゆる」
とある。『猪苗代川東組萬風俗改帳』には、「ゑぼ　是ハ右
（たがら）同断、たがらたれはかまへ入候具」とある。エボ
は柳のごようを左右両端に束ねるようにして、束ねた部分を
取手にして箕形に作ったものである。クマエビの蔓を利用す
る場合もある。秋田県や青森県では同様のものを、エブイザ
ルやエビと呼んでいる。大沼郡の山間部から南会津郡にかけ
ては、サデミ（さで箕）と呼び、会津平坦部のエボと製作方
法や形態も同じである。
　糞尿すなわち下肥を運ぶには、テンビン（天秤）でコイオ
ケ（肥桶）を前後に担ぎ運ぶ。会津地方ではフリオケ（振桶）

と呼ぶ地域が多い。浜通りではダラオケ（だら桶）と呼ぶ。
糞尿をダラと呼んでいる。『会津歌農書』でも、「天秤にかけ
てぞはこぶ膄

こへ

うつわ　凡この名をふり桶といふ」とある。大
沼郡山間部から南会津郡にかけては、コエダル（肥樽）と呼
び、樽に下肥を入れ背負って運ぶ。急傾斜の山道では、テン



64　

出候には蚊しぶと申を腰に結つけ申候、蚊しぶと申は藁の中
へ漆木のみの干したを入、たひ松の様に結ひ火を付候得は、
火気不レ出煙り計多く立候に付、蚊よりつきかたくに候」
と、詳しく記載している。
（ 8）収穫の道具
　畑作物の収穫具で注目すべきものに、只見川流域でアワや
キビの穂摘みに使用されるコウガイとかコゲイと呼ばれるも
のがある。約 10 cmほどの木製の台にヤスリや鋸・包丁・
鎌などの金属の刃を打ち付けたものである。紐を付けこれを
中指に通し、ちょうど弥生時代の石包丁のようにして、片手
で穂摘みを行う。大沼郡三島町から只見川上流、伊南川流域
にかけて、新潟県魚沼市（旧入広瀬村）や三条市（旧下田村）

など会津に接する地域でも使用されてきた。只見川流域では
昭和 30年代まで使用された。主に、カノと呼ぶ焼畑で栽培
したアワの穂摘みに使用してきた。同形のものは、青森県・
岩手県等の古代遺跡からも出土しているが、民俗事例として
の報告はない。コウガイという名称の由来については不明で
ある。
　三島町から金山町・只見町にかけて、山漆の樹を割り、細
く平たくそぎ、これをザルのように編み上げたウルシザル
（漆笊）がある。三島町ではキザル（木ザル）と呼んでいる。
丈夫なザルで、芋や大根など重い野菜の収穫に適していた。
ウルシザルは三島・金山・只見町の只見川流域の一地域のみ
に作られてきた。
　会津地方では野良仕事に出る場合は、ハケゴと呼ぶ腰籠を
着ける場合が多い。ハケゴという呼称は、会津地方で広くあ
り、県南地方の東白川郡などの一部にもある。ハケゴは他地
方でいう獲った魚を入れるビクと呼ぶ腰籠と同形で、相馬地
方など浜通りではフゴ（踏籠）と呼んでいる。ハケゴは畑作
物の種子を入れたり、また豆やナス・キュウリなどの野菜を
入れたりもする。大沼郡から南会津郡の山間地方ではマタタ
ビの蔓でハケゴを編むが、喜多方市熊倉や雄国岳付近や磐梯
山麓の猪苗代町などでは、根曲竹で製作する場合が多い。ハ
ケゴという呼称の由来は、不明である。寛延元年写の『会津
農書』には、「吐

ハケ ゴ

籠―万種子物を入、腰に付蒔器。竹を以
造。元ト鵜

ウカイ

仕腰
コシ

には鵜ニ魚を為吐
ハカセ

篭に用始ル故に鵜吐
ハケ

篭と
名付り。」とあるが、現在会津地方ではこの伝承を聞くこと
ができない。
　稲刈は、クサカリカマ（草刈鎌）を用いた。新しいものよ
り、古くなった切れ味の悪いものが適したという。イネカリ
カマ（稲刈鎌）と呼ばれる鋸鎌の一般的な普及は、福島県内
で昭和以後である。鋸鎌の使用については、宝永 4年
（1707）の加賀の農書『耕稼春秋』にその図が記載されてい
るので、石川県地方では江戸中期ごろから使用されていたも
のとみられる。『会津農書』には「稲刈鎌―稲幷 秣

マグサ

等刈
具。里

サ

郷
ト

にてハ鎌を両手持短草を苅故に鎌腰を折て鎌柄を永
くして仕。山郷ハ長き草片手ニ而引苅にするゆへ鎌腰を折ら
ず、柄の短を用ル。」とある。貞享元年（1684）当時、会津
地方では稲刈に草刈鎌を用いていたことがわかる。

　猪苗代地方にはドガンボと呼ぶ、苗を背負う運搬具があ
る。戸板のような背負い板に、根曲竹で半円の輪を付けて、
そこに縄で袋状に網袋を付けたもので、網尻を縄で結び、苗
を入れる。下すときは細尻をほどき下す。このような苗運搬
具は、福島県内では唯一の形である。
（ 7）草取り
　田の草取りは、一番草・二番草・三番草とほとんど手取り
であった。後にガンヅメ（雁爪）が使用されるようになっ
た。福島県内でいつごろから使用されたかは不明である。明
治以後とみられる。文政 5年（1822）大蔵永常の『農具便利
論』には、「畿

かみ

内
がた

、西
さい

国
ごく

ハ昔
むか

しより用
もち

ひざる国
くに

なし。諸
しょ

国
こく

に
用
もち

ひたきものなり。」と、畿内・西国のほかは当時あまり普
及していない様子を記載している。
　同書には九州地方の「雁

がん

爪
づめ

」の図も記載し、そこに「くさ
とりつめ」の図も併記している。クサトリツメ（草取爪）は
鉄製で指にはめるように作ったもので、猪苗代町内野や浜通
りでは双葉町でも使用していた。鉄製の草取爪の代用として
会津坂下町ではクリムシの巣（繭）をはめたり、南会津町田
島では親繭をはめて草取りを行ったという。津軽地方の天明
～寛政年間（1781～1800）の『奥羽民図彙』にはウズキとみ
られる木を用いたことが描かれている。仙台地方では竹の管
を指にはめて使用したという。
　田植えの正条植えは、除草機の普及とも大きく関係してい
る。ガンヅメ（雁爪）を回転させる形で発明したのが、鳥取
県の中井太市であり、「太市車」として全国に普及していっ
た。会津地方ではコロバシ（転し）などと呼ぶ地域が多い。
只見町ではジョソウキ（除草機）と呼んでいる。会津若松市
周辺では明治 14年（1881）に高橋佐平や山口英吾などが、
「豊年草」と呼ぶ改良型の除草機を製作している。このよう
な改良型の除草機は、各地で見られた。古いものは一条型
で、二条型などと改良されていった。浜通りの相馬地方では
タグルマ（田車）と呼んでいる。双葉町歴史民俗資料館に
は、竹製の爪の除草機が保管されている。農薬が普及する以
前の除草機は、昭和 30年代まで県内で使用されてきた。
　草取りは炎天下のもと、田面を這いながらの重労働であ
る。背中に直射日光が差し熱くなる。熱さを防ぐため、背中
に薦

こも

編みの蓑を着ける。只見町ではヒデリゴモ（日照薦）と
呼んでいる。同様のものを福島県内で広く使用した。これを
忘れたり、急に暑くなったりした場合は、木の枝や笹を応急
対策として背中に当てたという。
　草取りや草刈りなどの農作業には、蚊やブヨ・虻などの虫
に悩まされる。布を藁で巻いたものに火を灯し、これを腰に
付けて虫除けとする。大沼郡昭和村では桧の皮を縄にない、
これを輪にして頭に巻き火を灯す。ヒナワ（桧縄）と呼んで
いる。三畠町や会津若松市東山町湯ノ入地区では、カコと呼
び蕎麦柄

がら

を束ね火を付け、平地でも苗取りなどに、田畑に立
て虫除けにした。会津地方の文化 4年の風俗帳には、「蚊し
ふ」とか「かしふ」・「蚊ゆふし」などと記載されている。
　同風俗帳には「かしぶ」の構造について、「田畑へ働きに
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の農具の書上げのなかに、「稲扱」と記載されている。ま
た、当時の民謡の田植え唄の一節に、「竹扱」から「稲扱」
への変遷過程を示す世相が歌われていた。「を等か若へとき
手こきてこへた（ナンチウエー）今の若衆は稲扱てこぎある
（ナンチウエー）」とあり、文化・文政の頃に稲扱が使用され
始められた様子がわかる。南会津町旧南郷村には、天保 7年
（1836）銘のセンバが奥会津博物館南郷分館に保管されてい
る。センバで稲を扱くと、ビリンビリンとかザランザランと
音がするため、ビリンビリンとかザランコという呼称が会津
平坦部で聞かれる。
　大正初期には只見町にも足踏み式の脱穀機が使用され、イ
ネコキキカイ（稲扱機械）と呼んでいる。須賀川市駅前に
は、富国社という足踏み脱穀機を製作していた会社があっ
た。福島県内はもとより東北・関東地方へと販売されてい
た。戦争時には「進歩号」という商標名で、中国満州方面ま
で輸出されたという。
（10）籾ようし
　センバで脱穀した籾には、穂切れとかノゲ（芒）が多くあ
り、次の籾摺りの作業に支障があるので、これらを取り除か
ねばならない。この作業を「籾ようし」と呼ぶ。筵

むしろ

に脱穀
した籾を広げ、モミヨウシ（籾ようし）とかモミブチボウ
（籾打ち棒）と呼ぶ勾配のある自然木などで打ち叩く。ソバ
の脱穀にも用いる。『会津農書』には、「扱たる籾を細

テ キ ネ

腰杵を
以よふし、」とあり、テキネを使用するとある。また「よふ
し」という農語については、「圧

ヨウフヘ

　禾籾、芒麦等ノ鹿ツキ。
是関東ニテハ圧之舂トスル也。」とある。相馬地方では麦の芒
おとしを、「麦ようし」と呼んでいる。
　只見町をはじめ伊南川流域の諸村には、さまざまな形のモ
ミヨウシが使用されてきた。『会津農書』でいう「細

テ キ ネ

腰杵」
型のもので、打ち部を扁平に板状にしたものである。ヒラバ
モムヨウシ（平刃籾ようし）といって、古鋸の刃の反対（上
部）を打部にして、棒状の柄を付け、両手で持って籾を打ち
叩く。古い民具の再利用である。またツキグワ（突鍬）と呼
び、平鍬の鍬先を古くなったコウシキ（除雪具）にはめ、床
の板間に籾を広げノゲ落としを行う。今でもツキグワで籾よ
うしを行った鍬先の傷跡が、板間に残っている農家もある。
また、片手用のものもある。籾のついた穂先や芒のついた塵

ちり

を、只見町ではボッサラと呼んでいることから、ボッサラオ
トシと呼ぶ片手用のものもある。また横杵型で、杵の打部を
扁平に削ったヨウシッキネ（ようし杵）もある。
　福島県内で広く籾ようしに使用されるのは、アオと中通
り・浜通りで呼ぶ槌型のものである。打部に溝を彫り、籾中
に打面が多く当たるようにしたもので、杉の根曲り材を利用
したりする。その形から「鬼歯」などと呼ぶ地方もある。南
会津郡下郷町では、それを使用するときの音からか、ボッコ
ラと呼んでいる。
　中通り・浜通りでは、籾ようしに「唐棹」を使用する所も
ある。その呼称は地域により様々である。相馬地方ではフリ
ウチ（振打ち、南相馬市鹿島区、相馬郡飯館村）、ベイ（相馬郡

　福島県内の山間部や猪苗代湖周辺には、ヒドロタ（卑泥
田）と呼ぶ湿田が多く、稲刈に田下駄を用いる地域が、会
津・中通り地方に見られる。浜通りでは相馬郡飯舘村や南相
馬市原町区の山間部など、阿武隈産地の地域に限られる。只
見町布沢などでは、雪時にはくマルカンジキ（丸樏）を履い
て稲刈を行ったという。郡山市中田町や三春町・田村市など
では、下駄状の板に竹輪をつけたものをガンキなどと呼び、
稲刈りを行った。
　会津地方ではヒラキ（平木）と呼び、下駄状の板に縄の鼻
緒を付けたものである。『会津農書』には、「平

ヒラカ

駕―平板の
類。馬足不立深泥

ヒドロ

田の稲刈時人の足にはく。板を以作ル。
亦ハ谷地平駕トモ云。」とある。寛政元年（1789）の『農民
之勤耕作之次第覚書』には絵と寸法が記載されている。それ
によると、「長一尺二、三寸」「幅九寸」と、現存するヒラキ
とほぼ同じである。
　猪苗代湖南の郡山市湖南町秋山などでは、アミシキ（編敷
か）といって根曲竹を横長型に簀状に編んだものを履いて稲
刈を行った。同形のものを喜多方市山都町堰沢では、ナンバ
ンと呼び紙漉きに用いた楮の柄

ガラ

を編んで作った。南会津郡下
郷町では、オオアシを小型に製作したものをコアシ（小足）
と呼び稲刈に用いた。
（ 9）脱穀
　会津地方では、稲扱きには古くは「竹

たけ

扱
こき

」を用いたことが
『会津農書』に記載されている。「住古より竹こきを用ひ、又
鉄扱を用るものを少し有。」とあり、「鉄扱」も使われている
ことがわかる。寛延元年写の『会津農書』には、「竹

タケ

扱
コキ

―
竹貳本

シバ リ

縛て稲を扱具。長短ハ己が指
ユビ

に比
クラブ

。」とあり、いわ
ゆる扱箸を使用していたことがわかる。貞享 2年の『野沢組
風俗帳』にも、現在の喜多方市高郷町池原村の記載では、
「笹竹を刈坂下江出商売ス、彼竹田所ニ布買取稲こきニ仕、
こき竹と名付」とあり、まだ千歯扱が使用されていないこと
がわかる。また、麦の脱穀には『会津農書』には、「柄箸
―麦を扱

コク

具。竹貮本
シバ リ

縛。又梗
カウ

箸
ハシ

と、「竹扱」と同様のも
のが使用されていたことがわかる。
　会津地方でセンバ（千歯）が使用されるのは、文化年間に
入ってからであろう。センバまたはセンバコキ（千歯扱）と
呼ばれる「稲扱」は、文化 4年の『熊倉組風俗帳』に「稲こ
き」と記載されているところから、18世紀後半ごろから使
用されたものであろうか。正月 14日の「かせとり」と呼ぶ
子供たちによる予祝行事がある。農具の絵を描いた紙を持ち
各戸を訪問し豊作を祈るもので、会津地方では現在も行って
いる村がある。ただ農具の絵を持って訪問する習俗は見られ
ない。喜多方市熊倉付近では、「銭さしと小紙へ鍬鎌まぐ
わ、ゑんぶり稲こきなどを画きて、其内へ入れ口きく事を禁
じ、」と、当時「稲こき」すなわちセンバが使用されていた
ことがわかる。
　中通り地方では、須賀川市中宿村で文化 4年の家屋の消失
目録に、「稲こき三丁」とセンバが当時使われていたことが
記載されている。浜通り地方の相馬藩領では、天保年間ごろ
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ふなの木ハおもき故、米くたけ、糠立升目ふゆる也。松
木はかるきゆへ、米くたけす、ぬか多らす、升目少き
也。米拵往古より汰

ユ

り桶を以汰
ユ

来る処に、承応、明暦の
此より京

フルイ

始り、荒よし
（く）

寄汰桶より益増なり。延宝年
中 板篩出、京ふるひよりも又まし也。大方一日のゆり
米にしてゆり桶にて弐斗、京 にて四斗、板篩にて八升

（斗）

出来る也。
（日本農書全集第 19巻、『会津農書・会津農書附録』）

　この記述の「京 」は「米通」、「板篩」は「ゆり板」に相
当することは、貞享 2年の『猪苗代川東組萬風俗改帳』の
「ゆり板」の説明とその図からもわかる。「ゆり板　是ハ納米
あら小米ゑり出申、近年出来申具、前廉ハゆり桶、中此米通
ふるい用申候」とある。
　『会津農書』によると、キズルスは古くはブナの木で作ら
れていたが、明暦・万治の頃（1655～61）から松の木で作ら
れたとある。現存するキズルスは、ほとんどがヒメコマツと
呼ばれる松製である。上臼と下臼とに分かれ、上臼を半回転
させることにより、上臼と下臼の合わさり目の歯で籾を摺
り、籾殻を摺りむき玄米にする構造である。『会津農書』に
は「両縄」と「片縄」の二種があると記されている。「両縄」
は上臼の両わきに、引綱を付けて二人が相対し、交互に引き
半回転させるものであるとみられる。貞享 2年の『猪苗代川
東組萬風俗改帳』には、「するす」として上臼の両側に引綱
の付いたキズルスが描かれている。「片縄」については不明
である。
　「片縄引ハ延宝の頃より少し始る也。」とか、「木礱一柄に
三四人取付曳よりは」の記述からすると、延宝の頃（1673～

81）から使われ始めた新しい構造のものであることがわか
る。「一柄に三四人取付」の記述は、「遣

やり

木
ぎ

」の使用を推測さ
せられる。遣木を使ったものとするなら、上臼は全回転とな
り、作業能率も倍増する。それは「両縄」で米壱石に対し、
「片なわ」は米弐石になるという。しかし現存するキズルス
は、ほとんど臼の歯は放射状に彫られたもので、いわゆる
「両縄」である。わずか奥会津博物館には、南会津町旧田島
町より収集された八分画型のキズルスが 2点保管されてい
る。八分画型のキズルスは東京都・千葉・埼玉・栃木県など
関東地方の博物館等に保管されており、町田市立博物館には
文政 3年（1820）銘のキズルスが保管されている。ドズルス
（土摺臼）の改良型として、土摺臼の構造が再び木摺臼に応
用されたとする説もある。
　土摺臼は、東海地方の農書『百姓伝記』によると、寛永元
年（1624）に長崎に中国から入ったとある。ただ砕米や米の
つやが無くなるなど、ロス米が多く出るとある。幕府は代官
嶺に土摺臼の使用禁止令を延宝 5年（1677）に出している。
郡山市守山は当時代官領であったため、守山代官宛にその文
書が発布されている。山形県東田川郡の代官領にも、同じ内
容の文書がある。これはまだ東北地方で土摺臼が使用されて
いないにもかかわらず、各地の代官領に発布されたものであ

新地町）、カラサオ（中通り）などである。籾ようしよりも、
大麦のノゲを取り除く「麦ようし」に多く用いたという。
　会津地方では、「唐棹」はほとんど使用されない。栃木県
に隣接する南会津町滝ノ原や水引など、ごく一部で籾ようし
にクルリボウ（クルリ棒）と呼んで使用してきた。『会津農
書』の農具の記載には、「連

レン

枷
カ

―からさほ、亦まへきねと
云。梗

カタ

麦
ムギ

打具。又連
レン

架
カ

ト云。」とある。『会津歌農書』には、
藍打ちに「連

カラサオ

」を用いていたことが詠まれている。元禄
11年（1698）に阿波の藍功より新しい栽培方法を学んだとあ
り、「連

カラサオ

」はその時に導入され、藍打に使用されたのか不
明である。同書の「農具八十三品」には、「麦打棒と連 」
とも記載されており、麦打に使用されていたことが推測され
る。
　籾ようしを行った後、穂切れやノゲなどを選別して取り除
く。会津地方では根曲竹で籠状に製作したモミドウシ（籾ど
うし）を用いる。『会津農書』には、「籾

モミ

篩
フルイ

―籾をとをす
器。縁底ともに竹を以作ル。又籾嚢

ドオシ

。此とおしハ寛文之始
頃より出来。」とあり、寛文年間（1661～73）ごろから会津地
方でも使われ始めたという。
　会津地方には 2月 8日と 12月 8日の「事八日」と呼ぶ両
日に、厄除けの呪いとしてメケイ（目籠）やモミドウシを掛
ける行事が近年まで行われてきた。文化 4年の『熊倉組風俗
帳』には、「（2月 8日）此日は疫神の廻る日にて目の多き物
を家の外へ出しかけ置は疫神よけろとて、家毎に籾とうしを
かけ申候、不快なならはしに御座候、」と、当時の様子を記
載している。
（11）調整・選別
　籾から籾

もみ

殻
がら

を取り除き、玄米にする作業を「米
こめ

拵
こしらえ

」と呼
び、古くはキズルス（木摺臼）を用いた。キズルスが現存す
るのは会津地方の博物館や民俗資料館のみである。『会津農
書』上巻の「木礱挽并拵」は、わが国における唐箕の最古の
使用記録や、「木礱」すなわちキズルスの変遷過程、「汰桶」
から「汰板」への変遷や作業能率の向上過程など、近世農具
の発達過程を示す貴重な資料である。以下、調整・選別用具
の名称を検討するうえでも基礎となる資料のため、長文であ
るが引用することをご了承いただきたい。

木礱挽并拵
　木礱両縄より片なわけ

（は）

果敢行也。両縄を二人にて一日
曳ハ大方米壱石、片なわを二人にて一日曳ハ米弐石曳な
り。片縄引ハ延宝の頃より少し始る也。木礱引ハ遅く曳
ハ果敢行す、早く引ハ徒籾にて落る。遅早の中を定心に
て曳べし。ぬかを去るにハ昔より箕を以簸、今颺

トウミ

扇を仕
ふハまれニ有。吹き去たるぬかともを、扨てみに懸れハ
色々の屑共出る。其くツを箕にて吹返、死米、くたけ米
迄取、其跡を又箕を以ゆり留て、ぬかを去て淘

ユリ

粉
コ

を取
也。扨又木礱に往古よりぶなの木計用来る。明暦、万治
の此より松木をも用る也。木礱一柄に三四人取付曳より
ハ、小きを求め大勢の者ハ壱人宛して曳柄も立てよし。
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は、南会津町虻官で野良仕事ができなくなった年寄たちが、
「桶ひしゃく或は米ゆり桶など曲げ、」と、「ゆり桶」を製造
していたことが記載されている。
（12）調整・選別用具の変遷
　延宝（1673～1681）の頃には、「汰板」または「板篩」と呼
ばれるものへと変遷していく。寛延元年写の『会津農書』に
は、「板

イタ

篩
フルイ

―米淘
ユル

器
キ

縁
フチ

底
ソコ

を共板にて刺
サシ

組
クム

。仙道にて仕出
シ。当地にてハ延宝年中より用る」とある。只見町や南会津
町では「汰板」をセンダイと呼び、昭和 10年代まで使用し
てきた。南会津古町には明治 21年（1888）製作の紀年銘を
有するセンダイもある。中通り地方の明治 5年（1872）の農
具図にも、汰板とマンゴク（万石）が一緒に描かれているの
で、当時は中通りでも共用していた。
　江戸後期になると、汰板からマンゴクへと調整用具が変遷
していく。南会津町旧伊南村には、天明 7年（1787）銘のマ
ンゴクが保管されている。福島県はもとより東北最古のもの
である。只見町坂田には文政 3年（1820）銘の万石、金山町
上井草には天保 3年銘の万石が保管されている。石川郡古殿
町には、白河の唐箕師が製作した天保 2年銘の万石と唐箕が
同一家で使用されてきたものが、ふるさと伝承館に展示され
ている。河沼郡湯川村北田の小野徳武氏（昭和 6年生れ）

は、古くから「小野平兵衛」の屋号で万石製作にあたってき
ている。大正元年に北田家で唐箕製作を廃業したため、小野
家で唐箕製作を行うようになり、小野徳武氏は「北田唐箕・
万石」の製作技術を継承する貴重な民俗技術保持者といえる
（平成 13年逝去）。
　只見町はじめ南会津町では、マンゴクとセンゴク（千石）

という呼称がある。マンゴクは大型で選別する網が二重にな
っており、網下に落下口が設けられている。センゴクは小型
で一枚網のもので、他地域でいうマンゴクである。マンゴク
は南会津町丹藤で製作したものが多く見られる。
　「汰桶」から「汰板」への変遷過程の「京 」に相当する
のが「米通し」である。寛延元年写の『会津農書』には、
「糸
イト

―米をとおす器。縁を竹輪にて細縄にてかき、底を
糸ニて縫

ヌウ

。承応・明暦の頃より仕出し。」とある。これと同
じような機能をもつものに、コメゴドオシ（米粉通し）があ
る。縁は竹に細縄を巻き、底は麻糸網でできたものである。
底の麻綱を強くするため、蜂の巣を煮だした蜜蝋を塗ったり
もしたという。
　選別用具で最も身近で、手軽に使用されるのが箕である。
会津地方の山間部では、カワミ（皮箕）と呼ぶサワグルミ
（またはカワグルミ）の樹皮で製作した箕を用いる。自製品で
あり、6月ごろ樹木が水分を吸い上げる季節に樹皮をむき採
り、折り曲げるように箕の形にして、シナ皮糸で縫いとめ
る。カワミは選別がよく、現在も会津地方では使用してい
る。また、タケミ（竹箕）とも呼び、縦を藤の皮、横を竹で
編んだ箕を専業職人が製作したものも購入するようになっ
た。只見ではカワミが多かったが、タケミを新潟方面から製
作技術が入ってきて、製作する人もあったという。

ろう。
　福島県内では、郡山市小原田の土摺臼が有名である。いわ
き市平出身の鈴木半之丞が、良質の粘土を求めて仙台に行
き、その後小原田で良質の粘土を発見し、土摺臼製作にあた
ったという。半之丞は橋本家に婿養子に入り、橋本家で二本
松藩の保護のもとに土摺臼を製造したという。小原田の土摺
臼は、以後中通りはもとより会津・浜通りへと流通していっ
た。
　只見町など伊南川流域のドズルスは、上臼にかつてのキズ
ルス上臼を再利用し、穀物を入れる部分を製造したものが多
い。下臼と上臼の下部の歯を埋めこむ部分はザル編状の籠に
粘土を詰めた形式で、歯はクヌギなどの堅木を埋め込んだも
のである。明治 5年（1872）の安積郡・岩瀬郡の農具図に
は、木摺臼と土摺臼が一緒に記載されているので、両者が共
用されていた時代であったことがわかる。
　籾摺りした後は、玄米と籾殻と「淘

ゆり

粉
こ

」と呼ばれる米粉、
そして籾が入り混じっている。まず最も軽い籾殻（福島県内
ではヌカと呼んでいる）をトウミ（唐箕）で吹き飛ばす。
『会津農書』では「颺

トウ

扇
ミ

」という字をあてている。寛延元年
写の『会津農書』では「颺

モミ

扇
フルイ

」と表記している。「颺
モミ

扇
フルイ

―又とうみ。穀物の稃ヲ吹く。貞享之頃より始。」とある。
　会津地方の唐箕で注目すべきものに、ハントウミ（半唐
箕）がある。一般の唐箕は、選別された穀物が重さにより表
側や裏側の樋口を通して出る構造であるのに対し、ハントウ
ミは穀物が出る樋が無く、真下に落下するものである。河沼
郡湯川村北田で製作された「北田唐箕」に多く、米沢市には
天保 8年（1837）銘の「北田久内」の焼印の唐箕がある。ま
た南会津町針生には文化 5年（1808）銘の唐箕が奥会津博物
館に保管されている。東日本最古の紀年銘のある唐箕であ
る。只見町梁取の常法寺で使用されていた安政 4年（1857）

銘の唐箕は、只見町内では最も古い年号の唐箕であろう。
　籾と玄米そして淘粉を選別する作業、「米拵」には古くか
ら「汰桶」が使われてきた。寛延元年写『会津農書』には、
「汰
ユリ

桶
オケ

―盤の上に置て米を淘器。桧
ヒノキ

を以曲る」と、使用方
法と構造を記載している。只見町から南会津郡伊南川流域の
旧南郷村・旧伊南村にかけて、センダイ（選台）と呼び曲物
の篩型の選別用具がある。他地方では「ゆりばち」とか「ゆ
る」・「ゆりわ」などと呼んでいる。大沼郡金山町では昭和
10年代まで使用しており、大正 6年銘のものもある。また
南会津町木伏には文化 10年銘のものもある。
　木伏では十五夜の晩に、センダイに餅や野菜を入れ明月に
供える風習が、昭和 60年ごろまで行われてきた。十五夜に
「汰桶」に入れ餅などを供える風習は、文化 4年の風俗帳な
どにも記載されている。また、「汰桶」は田の神を祠る道具
として貞享 2年の風俗帳にも記載されている。『中荒井組風
俗帳』には、「九月廿九日晦日刈上ケの餅、秋餅とも云、田
の神へ上けて祝ふ、又かい餅をして餅ハ揺桶ニ入、かい餅は
舛に入上る、此時田植手伝の者に振舞」と、「揺桶」が田の
神も祀る具になっている。貞享 2年の『和泉田組風俗帳』に
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ばれる刃の部分と柄のあいだを長く付けたシンキリノコ（芯
切り鋸）が用いられる。これは中通り・浜通りではほとんど
見ることができない。大木を鋸で挽き伐採するためには、多
くの時間を要する。ヒロロ等で編んだシリシキ（尻敷）を敷
く。
　モトヤマは、ヨキで伐採した木材の表面を削り、柱や桁・
梁などに加工するときに、ヒラバヨキ（平刃斧）を用いる。
ヨキは斧の別称であり、会津地方で広く聞かれるが、相馬地
方など浜通りではあまり聞かれない。いわき市遠野地区の林
業、主に杉の伐採業に携る人たちは現在も、ヨキと呼ぶ片手
用の小さな斧を、枝打ちなどに使用している。上遠野の鍛冶
屋では、毎年注文があり製作している。モトヤマは、伐採の
仕事始めの儀礼として柱などを一、二本削り、山中の安全を
祈る。これをヨキダテという。

３）漁撈用具

　福島県は、浜通りに太平洋、中通りに阿武隈川、会津に猪
苗代湖と只見川と、海・湖・川の自然に恵まれており、そこ
で使用する漁具が各地の博物館や民俗資料館等に保管されて
いる。本稿では、只見川を中心とした漁具について述べ、そ
れに関連して、中通り・浜通りの漁具にも若干触れたい。
　只見川の漁具は、突き、鉤、筌、網、釣の方法に大きく分
類することができる。また昭和初期に、下流に多くのダムが
建設されたことにより、鱒や鮭、鮎など日本海から上る魚種
の絶滅など生態系の変化もあり、漁法も大きな変化があっ
た。幸い、只見町ではこれらの漁具を収集・保管することが
でき、その使用方法等についても詳細な調査カードがある。
　只見川上流域の只見町内では、マス（鱒）が最大の魚で、
冬期間もイズシ（飯鮨）や燻

くん

製
せい

などのほか、近世には「鱒楚
そ

割」と呼ばれる特産物があった。文化 6年（1807）の『新編
会津風土記』の黒谷村などに書きあげられている。貞享 2年
の『和泉田組風俗帳』には、「秋鱒をそ割と申ニ仕候、尾ひ
れ之能ヲそ割ニ仕、火棚にて干、毎年御台所御用二指上申
候」とあり、藩に献上していたことも記載されている。田子
倉や石伏などでは、「廻り川」といって、鱒を捕獲する場所
を上・中・下に分け、日毎に集落の上中下組の人たちが交替
で漁を行った。捕獲した鱒は、平等に分配したという。廻り
川による鱒漁は、秋の産卵期に行われた。
　鱒はサクラマスと呼ばれ、桜の花が咲くころ日本海から阿
賀川・只見川へと上ってくる。只見町内に入るころには藤の
花が咲くので、フジマスとも呼ぶ。夏の間は、深い渕にいる
ことが多い。ヒキガキ（挽鉤）、マスカギ（鱒鉤）と呼ぶ約
1 mの鉄製の棒の先に、釣針のように鉤を付けたもので、水
中に石を抱いて潜り、鱒の下から腹を目がけて引掻き捕る。
　貞享 2年の『和泉田組風俗帳』には、当時の「かぎ」によ
る鱒漁を詳細に記載している。「小林邑ニ而鱒川狩仕候者、六
七月炎天時分能天気之節、長三尺之かぎを手に持、川幅に應
じ四五人も壱度ニ水底入、互ニかぎを合罷在候、川下より瀬
子之者岡より石を投げ鱒を追候へ者、鱒登り申候をかぎにて

　『会津農書』では、箕の使用について詳しく記載してい
る。「扱たる籾を細

テ キ ネ

腰杵を以よふし、籾箕にて返し、ちりを
取捨て、其籾を箕にてはしり、ぬかを簸出也。かならす少し
も実の有しへなを吹捨ざる様にすべし。」と、箕でよく選別
して籾を粗末にしないよう指導している。米拵においても、
唐箕使用以前に箕を専ら使用してきたことを記載している。
　箕は、単に穀物を選別する農具のみならず、魂や霊を祀る
用具という概念も見られる。猪苗代湖周辺では、同年の子供
が亡くなった場合、「耳ふさぎ」と呼び、耳に箕をあて、「言
いこと聞け、悪いこと聞くな」と唱える習俗が近年まであっ
た。「耳ふさぎ餅」といって餅をあてる習俗は、文化 4年の
風俗帳にも記載されている。浜通りのいわき市や相馬地方で
は、「耳ふさぎ」といって小正月に耳に箕をあて、「いい事聞
け、悪いこと聞くな」と唱えたという。

２）山樵用具

　福島県内では、ナタ（鉈）といった場合、刃先に突起のあ
るものが多く、これを各地ではハナ（鼻）などと呼んでい
る。貞享 2年の『猪苗代川東組萬風俗改帳』の農具の書上げ
には、「なた」と突起のあるナタが描かれている。只見町で
はこのような形のものを、ハシツキナタ（嘴付鉈）すなわち
「 嘴
くちはし

」の付いた鉈からの名称とみられる。この呼称は県内
でもあまり聞かれない。只見町ではナタと言った場合は、ハ
ナ（只見でいうハシ）のないナタで、コシナタ（腰鉈）と呼ば
れるものである。ハシは石や岩に刃があたらないためと、薪
や柴など木の蔓で結束するとき、ハシで引っかけねじり縛る
のにも用いる。
　会津若松市内には多くの鋸鍛冶屋が多く、「会津鋸」の名
のもと、東北地方はじめ北海道など各地に販売されてきた。
会津鋸は横挽きが主で、立木の伐採に用い、テンノウジとか
テンノウジノコ（天王寺鋸）などと呼ばれる。テンノウジの
呼称は、鋸が大阪の天王寺前で販売されていたからという。
この呼称は会津地方に多く、中通り・浜通りではほとんど聞
かれない。浜通り出身の筆者が会津に着任したばかりに、
「テンノウジ持っ来い」と上司にいわれ、「テンノウジとは何
ですか」と聞き直したことがあった。
　縦挽きは、マエッピキ（前挽）とかコビキノコ（木挽鋸）

と呼ばれるもので、幅広く背の部分が湾曲したものが多い。
マエッピキは滋賀県甲賀市等で製作されたもので、「近江」
などと刻まれた文字を見ることができる。マエッピキはモト
ヤマ（元山）と呼ばれる伐採業を専門とする人が多く所持し
ている。丸材から板に挽くのに用いる。
　立木を伐採するには、ヨキ（斧）でウケ（受）と呼ぶ切口
を倒す側に付け、反対側からテンノウジで横挽きをする。鋸
の刃が挟まらないように、切口に、ハナノキ（イタヤカエデ）

などの堅木を用いたキヤ（木矢）を打ち込む。キヤはマエッ
ピキで板に挽くときも用いる。後にはカナヤ（金矢）が用い
られるようになった。会津地方には大木が多く、普通の鋸で
は芯の部分まで刃が届かない場合もある。そのためコミと呼
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ようにイシグラドウを掛ける。主にハヤが寒さしのぎに入
る。『和泉田組風俗帳』にも、「亦石倉と申を川岸に取置鮠

はや

を
取申候」と、イシグラという呼称を記載している。
　只見川の深い場所では、タツベエ（立つべえ）と呼び、横
側に魚の入口を付け、水中に立てて使用する筌がある。タテ
ドウとも呼ぶ。小さな筌、ドジョウを獲るものを、只見町で
はドジョウドウ（泥鰌どう）と呼んでいる。
　会津地方では、広い地域でウツボとよび、ドジョウウツボ
が一般的である。形態からの相違は、ドウは一般に大型で簀
編み状であるのに対し、ウツボは小型でザル編み状である。
ウツボは小魚類を獲るのに用いる。貞享 2年の『伊南古町組
風俗帳』には、「うつぼと申て夏之此

（頃）

小魚之登りを取申候、
秋は鱒も入り取申候事御座候」と、南会津郡西部地区にもウ
ツボという名称が古くから存在していたことがわかる。ウツ
ボは、中が空などの意味から生まれたものかは不明である。
筌類をウツボと呼んでいるのは会津地方に多く、浜通りでは
筌類を全てドウと呼び、捕獲する魚種によりウナギドウ・エ
ビドウ・カニドウ等と呼んでいる。
　秋の下り魚を捕獲する筌をムジリと呼び、柳や柴・篠竹で
簀編みにしたものを、ねじった形に作る。会津地方では曲が
ることを、ムジルという。貞享 2年の『和泉田組風俗帳』に
は、「秋に置むちりと申を拵、小魚

（ママ）

などを少々宛取申候」
と、「置むちり」という名称が記載されている。『伊南古町組
風俗帳』には、「もぢりと申て秋の下り魚を取申候、是ハ細
キ篠竹、木ノ若はへ杯を縄ニ布あミ拵、川へハ木を以三尺ほ
とツゝノわくヲ立滝を拵かけ置小魚を取申候」と、製作方法
と使用方法まで詳しく記載している。桧枝岐村では、サンシ
ョウウオを捕獲するサンショウヅウ（山椒魚どう）がある。
細い柳のごよう糸をブドウ皮で編んだ約 1尺ほどの大きさの
ムジリ形で、現在も使用している。
　只見川流域には古くからブチブネという言葉があり、貞享
2年の風俗帳には「打舟」などと記述されている。また寛文
5年（1665）の大川の会津若松市北会津町の蟹川村では「イ
クリ船ヲ乗り」とあり、鮭・鱒漁を行っていることが記載さ
れている。只見町石伏や宮渕などの只見川の渡しには、ブチ
ブネと呼ばれる丸木舟が大正初期まであったという。ブチブ
ネは手

ちょう

斧
な

で内部を刳
く

り抜いた刳り抜き船である。
　貞享 2年の『中荒井組風俗改帳』の蟹川村の記載には、
「大川舟渡　古来より蟹川端村上川崎にて舟渡来、小出、下
川崎古来不構、此舟打舟二つ結合、一艘にして往来す」とあ
り、蟹川村では「イクリ船」と「打舟」と二つの表記があ
る。只見町の事例から見ても、これらは同一の形式の舟木船
とみることができる。ちなみに、只見町小川の船大工によっ
て、板をはり合せた「ハギ船」が造船されるようになったの
は、明治 20年（1887）頃からといわれている。
　文化 6年の『新編会津風土記』によると、現在の喜多方市
山崎付近の阿賀川では、「ユクリ船」と呼ばれる船で鱒漁が
行われていたことが記載されている。「ユクリ舟」は「イク
リ舟」と同音語の名称であろう。同書によると、「ユクリ舟」

引きかけあがり申候、能取候へ者一日ニ拾本余も取申候、水
底に罷在候かき取者数人無御座候、川狩にて取候鱒は、前々
より引付ヲ以半分宛留主肝煎方江相渡し、残りを川狩仕候者
わけ申候」とある。ヒキカギによる鱒漁の様子は、只見町に
隣接する新潟県魚沼市大白川の個人宅に保管されている絵に
見ることができる。
　鉤類では、秋の産卵期にホリ（堀）と呼ばれる産卵場所に
集まる鱒を捕るオキカギ（置鉤）がある。木の又状の枝に、
金属製の鉤を上向きに結わえ付けて置き、マスが鉤上に来た
ところを捕獲する。鱒漁は秋の産卵期が最も盛んである。貞
享 2年の『伊南古町組風俗帳』には、産卵期の漁法につい
て、その漁法と漁具を記載している。「又秋彼岸前より彼岸
過迄鱒之堀時と申て小石之所をほり子をうミ申候、此時ハ押
網置鉤やす杯と申道具ニ而取申候」とある。オキカギの他、
マスツキヤス（鱒突やす）やマスアミ（鱒網）と呼ばれるト
アミ（投網）が用いられる。マスアミは麻糸で編まれた目の
粗い、鉛のおもりが付いたもので、覆い被せるようにして獲
る。風俗帳に記載された「押網」と同一である。トアミを入
れて運ぶものに、ケヤキの樹皮を利用したトアミイレバコ
（投網入箱）がある。背板に湾曲したケヤキの皮を取り付
け、底板をはめて背負う。難所な川筋を重い投網を楽に安全
に移動するために、背負う方法がとられた。『和泉田組風俗
帳』は秋鱒の漁法について、当時の様子を詳細に記載してい
る。「秋鱒

ます

彼岸之内子を産ミ候節、夜どおしあミニて取申
候、昼はやすニて突、置かきにて取申候」とあり、現存する
鱒漁の漁具の使用風景が物語られている。
　川を上る鱒を捕獲する最適な場所は滝であり、伊南川上流
の南会津町大桃の滝は最も有名である。貞享 2年の『伊南古
町組風俗帳』には、当時の鱒漁について詳細に記載されてい
る。「大桃村ニ而滝之つりあミと申事　高サ弐丈斗之滝御座
候、此滝へ横二つなをはりぶどうノかわを以さで綱之ことく
拵、右之つなへくり縄ニ而からくり下ケ置候得ハ鱒此滝をは
ね越候とてあミ之内へ飛入申候所ヲ取申候、滝役金壱分宛御
公儀様江納り申候」とある。滝の勢いに上り切れず落ちる鱒
を捕獲するものである。
　また、人工的に設けた梁や灌漑用水の堰に、筌を仕かけ獲
る方法もある。マスドウ（鱒どう）と呼び、根曲竹で大きく
作ったものである。伊南川を、「かりやす」を組んで堰止め
たところに、通路となる部分を設け、そこにマスドウを仕掛
ける。また、貞享 2年の『和泉田組風俗帳』によると、只見
町小林では「鱒留」と呼ばれる梁にて、鱒を捕獲していたこ
とが記載されている。その方法は、「川半分程之場所を見積
り、居棚を拵、長四尺横三尺計之綱四ツ手ニ木ニはり付、あ
ミ中程ニ袋有之候様に致、そのあミをす下ニ立置、鱒登り
段々根ニ付参候をすくひ申候、夜中はあミニ糸縄をはり、鱒
あたり申候、お手に覚すくひ申候」とある。
　伊南川では冬期間に、イシグラドウ（石倉どう）と呼ばれ
る簀編にした大きな筌を、川岸近くに仕掛ける。冬期間、川
の水が少ない時期に、川の中に石を積み上げ、水が流れ注ぐ
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の作り方が詳しく記載されている点は、注目すべきである。
バンオソ（板おそ）というイタチなどの小動物を獲るものも
ある。「おそ」は「圧し」からの訛語か、不明である。穴熊
獲りの方法も詳細に記載されており、「鎗」で突くとある。
これはシシツキヤリ（シシ突鎗）と呼ばれるものであろう。
只見町ではカモシカをアオシシとかクラシシとも呼び、シシ
は大型獣を指して呼ぶ場合が多い。
　熊は雪が消え始める春先に冬眠から目覚め、「やす」と呼
ばれる熊の巣の穴から出た所を捕獲する。一方、カモシカは
冬眠せず、雪の降る中で猟を行う。大雪の中を山に入るた
め、ツルカンジキを履いて身体が雪に埋もれないようにす
る。コウシキで前方の雪を掻き分けて進む。またテッカワ
（手皮）と呼ぶカモシカの皮で作った手袋を両手にはめ、雪
を掻き分けて進む。そのあとに仲間たちがツメカンジキを着
けて進む。
　野兎も雪が降るときに猟を行う。「ベーギ掛け」といっ
て、兎の居るところに木の枝を投げつけると、兎はその音を
鷹と勘違いし、雪の中に頭を突っ込み身動きできなくなった
ところを捕獲する方法である。喜多方市山郡町一ノ木では、
サワグルミの木を端の方の皮をむき投げると、パタパタと鷹
の羽ばたく音がするといって、サワグルミをベイに利用する
という。相馬郡飯館村比曽でも、同じ方法で野兎を獲ったと
いう。
　只見町では捕獲した兎やテンなどは、アミブクロ（網袋）

に入れ背負って持ち帰る。アミブクロは麻糸で網状に編んだ
もので、白糸のままだと山の神に失礼になり、獲物も獲れな
いといわれたため、熊の血で染めて使用したという。山の神
を祀るイクサギ（戦木）と呼ばれるブナや杉の大木があり、
ここから先は山の神の領域である。シシヤマに出るときは、
参加する全員が、イクサガケエマノハンギ（イクサガケ絵馬
の版木）で刷った走り駒の紙を重ね合わせたものを、頭梁の
ヤマサキがコガタナ（小刀）でマツリギに突き刺し、豊猟と
山中安全を祈る。これをイクサガケと呼び、これより一切里
言葉の使用を禁じ、山言葉を使用する。猟を終了し、里に帰
るときは豊猟と無事安全を山の神に感謝し、マツリギから馬
の紙を取りはずす。これをイクサを解くと呼んでいる。この
あとは、山言葉を使うことを禁じられる。山の神には絶えず
信仰し、サンジンサマノハタ（山神様の旗）を奉納したり、
ヤマサキからヤマサキノゴヘイ（山先の御幣）を受け、神棚
へお供えする。山の神にオコゼ（虎魚）をあげ山中安全や豊
猟を祈る。金山町三条の山の神神社にもかつて奉納されてお
り、現在は移転先の本名集落に保管されている。

５）養蚕用具

　只見町付近の養蚕用具の古い歴史を知る資料に、貞享 2年
の『伊南古町組風俗帳』の「養蚕の事」がある。その記載に
よると、「まいを作り申候蚕を入物ニハ、わらだと申物又ハ
折かわと申て木の皮を箱のごとくに仕養候、まいヲ為作候に
も右のわらだ、折かわへ桑葉を多く敷置、松の葉、かや等を

は「幅二尺計、長三間計ノ漁舟」とあり、新潟県村上市の三
面川の丸木船とほぼ同じ大きさである。現在、三面川で行わ
れている「イグリ網」と呼ばれる鮭漁も、「イクリ舟」すな
わち丸木船による漁法が、「居繰網」とその漁法となり現在
に至っているとみられる。河沼郡会津坂下町村田付近の大川
では、「ゆくり船」による鮭漁が昭和初期まで行われてき
た。船二艘による「ハ」の字形になって網を引く漁で、三面
川の居繰網漁と同じ方法とみられる。
　南相馬市小高区の浦尻に位地した旧井田川浦では、干拓さ
れる大正 8年（1919）まで、「ドンボブネ」と呼ばれる丸木
船でウナギ漁が行われてきた。長さは 4.6ｍほど、幅 68 cm

ほどの杉の丸木船で、双葉郡浪江町教育委員会蔵の一艘が現
存する。土地の古老はドブフネとも呼んでいた。

４）狩猟用具

　只見町田子倉や石伏には、シシヤマと呼ばれる共同狩猟習
俗が、山の神信仰を背景に厳しく継承されてきた。山言葉を
使い、日常の里言葉を使わず、山の神より獲物を恵んで頂く
という厳粛な規制のもとに猟を行ってきた。田子倉や石伏に
は、ヤマサキ（山先）と呼ばれる山の神を祀る家があり、シ
シヤマの統率者として熊やカモシカ猟に関わってきた。
　貞享 2年の『和泉田組風俗帳』には、只見地方の近世にお
ける狩猟の様子が詳細に記述され、猟の罠や方法なども詳し
く知ることができる。
「一　先規より鉄砲御免ニ而勝手次第打申候、村々壱挺弐挺よ
り外無御座候、山狩者熊、羚羊稀ニ猿など見當り取申候、熊
秋中作毛取仕舞候節畠作へ掛り申ニ付、鉄砲ニて打申候、秋
春山之通筋を見つもり、おそと申をあげ取申候、是は熊通可
申道筋に柵を拵、其上ニ大石をあげ置通掛り其棚にて〆候様
致候、亦雪降候得者木々のうろ、岩穴に臥罷候を見出し、穴
口江柴を伐入出口を留、熊居候処へ穴を明け、鎗、まさかり
ニてつき申候、木之洞に居候をやすと申候、常は近山へ出申
義稀ニ御座候、壱与ニて年中ニ壱貮匹取申候
　一　羚羊者當組塩岐村端郷八塩田、此西所計取申候、其外
之村にては取不申候、嶮岨成高山ニ罷在候物ニ御座候、寒中
雪相熊時分山登り仕、壱日ニ壹丸も取申候、右両所外羚羊住
可申山無之御座候、寒中取申候者肢御家中御詑に指上ゲ、草
も御公儀様江申候、はげミニ罷成候ニ付出情仕候、冬中ニ四
五匹位漸取申候、伊北黒谷組ニて村々取申候、委細書上ケ可
申候、猿は自然と鉄砲打見当り取申候、山ニより沢山往申候
へ共、山殺生不心掛候故年中壱ツ貮ツの訳御座候」
　貞享 2年当時、村には鉄砲を所持し猟をすることが許可さ
れた「鉄砲打」が、1、2名存在していた。この頃の鉄砲
は、ヒナワジュウ（火縄銃）であり、玉も自分で造って使用
した。こうした方法は、昭和 30年代まで行われてきてお
り、カヤクイレ（火薬入れ）やタマイレ（玉入れ）・タマツク
リ（玉作り）などの用具からも、うかがい知ることができる。
　また罠としては「おそ」と呼ばれるものがあり、板上に重
い石を載せ、その重みで熊を圧死させるクマオソ（熊おそ）
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に表皮を剝いでいく。剝いだ表皮をオグソ（苧ぐそ）、剝い
だあとの幹をオガラ（苧柄）と呼ぶ。オグソは布団の中に入
れたり綿入れの綿がわりに使用した。オガラは屋根の軒先を
葺くのに用いる。またステギ（捨木）と呼び、約 1尺ほどの
長さに切り、大便をした後の尻ふきにも利用した。
　苧つむぎには、曲物で作ったオボケ（苧桶）に紡んだ麻糸
を入れていく。女の子は 13才ごろになると、オボケを親な
どから与えられ、苧つむぎを見よう見まねで学んでいく。
「苧ゆいうみ」は、この地方の女性たちにとっては、「伊北
麻」というブランド品を生産するうえで欠かせない技術修得
の場であった。「麻付けはぎ」と「苧つむぎ」の用具は、現
在大沼郡昭和村のカラムシ織の生産において、麻と同じ方法
で使用されている。
　文化 4年の『伊南伊北四箇組風俗帳』によると、「伊北晒」
は太布と細布とに分けられ、自家用と販売用とされてきた。
特に細布は、「五郎丸」と呼ばれる上質麻として流通してい
った。「ふと布ハ手前之着用ニ致シ細布家毎に弐疋位も出
来、其内宜を清水ニてさらし夜あく水ニ入置又翌日さらし如
斯する事日数廿日許にて出来上り申候、右ニ廉之品蕫當郷第
一之産物にて金方上納 年中小入用之助仕候、商人買集江戸
出シ候」と、伊北麻生産の盛んな時代の様子を記載している。
　「伊北麻」と呼ばれる伊南川流域の麻布織には、ジバタと
かジバタオリキ（地機織機）が用いられてきた。座った形で
織るもので、現在昭和村のカラムシ織に使用されている。絹
や木綿織には、タカハタ（高機）と呼ばれる腰かけた状態で
織る。福島県内ではほとんどタカハタで、ジバタは奥会津地
方の麻やカラムシ織に使用されてきた。貞享 2年の『伊南古
町組風俗帳』によると、「苧紡はたおりの事　十月之此より
堅苧をうミ春ニ至テハ正月二日、三日此より夜なべニうミ早
出来ハ二月下旬此より織四月中迄織申候、昼夜女之励ニ仕
候、」と、冬期間の女性の大切な仕事として、この地方で麻
の生産が行われてきた。

７）つる細工用具

　只見地方は真竹や猛宗竹が自生しないため、古くからマタ
タビやアケビの蔓や、シナ皮やヤマブドウの皮などでザルや
籠・背負籠などを作って生活用具として使用してきた。文化
4年の『伊南伊北四箇組風俗帳』には、「ざる作り　但また
たびと申木のつるを取り細にシ而作り」とあり、当時、伊南
川流域でマタタビザルを製作していたことがわかる。マタタ
ビの蔓を二ツ、三ツ、四ツなど製作する器にあわせて、マタ
タビサキ（マタタビ裂）で引き割る。先を堅木（ユキツバキな
ど）で十字型に作り、これをマタタビの蔓に割り入れ、引き
裂く。自分の手に合ったように自製する。裂いた蔓を一定の
太さにするために、刃に溝をつけたマタタビヒキ（マタタビ
引）で押し削り、ヒゴ状に作っていく。

８）手工用具

　藁の履物や蓑・背中当などは、正月明けから春の農作業が

以てまぶしと申を拵、蚕を入置申候ヘハ、則此のまぶしへま
いを作り申候」と、「折かわ」や「松の葉、かや等を以まぶ
し」を作るなど、古い形の養蚕用具を見ることができる。
　風俗帳に記載された「わらだ」は、只見地方では古い形式
のものは、すべて藁で丸く編みあげたもので、ワラダ（藁
座）と呼んでいる。後にカゴワラダ（籠わらだ）とも呼ば
れ、丸く浅い竹籠を作り、底部に筵を敷いた形のものとな
る。この形体は福島県内ほとんど同じである。
　南会津町木伏（旧南郷村）の五十嵐家の屋根裏にあったサ
ワグルミの皮で四角型に、長さ 1 m幅 60 cmほどの大きさ
に作った養蚕具オリッカを 10枚ほど見たことがある。サワ
グルミの一枚皮に折り目となる傷を付け、折り曲げシナ皮で
縫い止めたもので、その製作方法から「折かわ」そしてオリ
ッカという名称が生まれたものと推測される。
　繭を作る用具の「まぶし」は、古くは「松の葉やかや」で
作ったとある。只見地方藁で山形に折りたたむマブシ（簇）

が多く使用されてきた。山の谷間にあたる場所に蚕が巣を作
り、繭を作る構造になっている。その以前には、バッタンマ
ブシなどと呼ばれ、マブシオリキ（簇織機）で藁を束ねたよ
うに織りあげたものを使用した。只見町梁取ではケムシマブ
シ（毛虫簇）とも呼ばれ、一本の縄状のものに二寸置きぐら
いの藁で放射状に出た形に作る。そこを巣に蚕が繭を作る構
造で、松の葉や茅などの原初的なマブシに次ぐ古い形態のも
のであろう。

６）染織用具

　伊南川流域は、古くから「伊
い

北
ほう

麻」の産地として良質の麻
を生産し、その麻を求め江戸・大坂方面から多くの商人たち
が仲買に来た。南会津町古町はその取引の中心で、古くから
市が開かれていた。伊南川流域は、冬期間の雪寒気による
「布さらし」と呼ばれる加工に適した地域でもあった。
　貞享 2年の『伊南古町組風俗帳』には、「伊北麻」の製造
について、当時の様子を紡織用具名と共に記載している。
「麻付けはぎの事　成程能ク干色白く成候時水にひたし四
夜、五夜ほと置はぎ候而、一夜も水にひたし板へのせ、かな
ごと申物ニ而ひき申候、是を麻のつけはきと申候」とある。
　また麻から麻糸にする「苧つむぎ」については、「苧ノゆ
いうみ」と呼び、女性が集り麻糸作りに励んでいた様子がう
かがえる。こういう機会を得て、苧つむぎの技術の修得と向
上にも寄与してきたものであろう。「苧ノゆいうミと申事　
八月、九月の此

（頃）

年十斗十二、三ツ女子共五人、七人宛与
（組）

合、
夜ル々一所へ寄合、苧紡申候而夏の農帷子ニ仕候、是をゆい
うみと申候、子供ノ紡苧故糸悪敷ふと布に御座候故伊北麻に
ハ不罷成候」と、当時の「伊北麻」が生産されるまでの歴史
を見ることができる。
　「麻付けはぎ」の作業に用いる用具がオヒキブネ（苧引き
舟）と呼ばれる、刳り抜きの浅い槽形のものである。この中
にオヒキダイ（苧引き台）を入れ、その上に麻の皮を置き、
オヒキとかオヒキガネ（苧引金）と呼ばれる金具で削るよう
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ったものをオソフキワラジと呼び、秋方や春先の農作業、山
仕事に着用する。オソフキノカタ（オソフキの型）もある。
オソフキという呼称は、相馬地方にもある。藁細工をする場
合、履物を編みあげたら、ケムシリ（毛むしろ）とかケムシ
リデバと呼ばれる小刀で、毛のように出ている藁を切りおと
す。
　只見地方ではシナ皮を裂き、撚

よ

りをかけて糸にしたものを
ヨッツオと呼んでいる。ヨッツオを糸玉にするとき、二又に
なった部分にからんでいく。ヨッツオカラミと呼び、豆打ち
に用いるマドリのような形である。マドリより又の部分に勾
配があり、柄の部分を座ったとき脛で押え、糸に撚りをかけ
てからめていく。南会津町田島ではヒシギ（菱木）と呼び、
根曲竹を十字に組み、シナ糸をからめていく。これはアイヌ
民族もシナ糸からみに同形のものを使用し、テッチョと呼ぶ
という。
　ヨッツオは畳表を織る時に、経糸として使用される。貞享
2年の『和泉田組風俗帳』には、只見町大倉と布沢で畳を製
造していることが記載されているので、ヨッツオはこのよう
な畳表に利用されたものとみられる。「大倉、布沢此二ケ村
にてちがや疊をおり、刺申候而売申候、以前と違只今ニ而は
ちがやふっていニて、只今分は漸五七人ならでは無御座候
故、さして百姓之足りニも罷成程之義ニ無御座候」と、貞享
2年当時の畳製造の様子が記載されている。

５．交通・交易、運搬用具

１）運搬用具

　会津地方では山に出かけるときは、セナカアテ（背中当）

とニナワ（荷縄）を身に着けるのが一般的で、「から身で山
に出かけるのは、怠け者」とまで言われたという。薪木や
柴・草など、帰りは背負って帰るのが常識であった。またセ
ナカアテを身に着けていることにより、肩や背を防御する機
能もあった。
　セナカアテは多くは藁で作るが、シナ皮やヤマブドウ皮で
作る場合もある。女性が使用するのは、長方形型に細長く作
る場合が多く、ホソミノ（細蓑）と呼ぶ地域が多い。只見地
方には、腰に当たる部分を丸みを付けて作り、これをバンド
リと呼んでいる。バンドリという呼称は、新潟県や山形県の
日本海側のセナカアテの名称に多く聞かれ、福島県内では只
見町のみであろう。新潟方面より入ってきたという。
　只見町ではネコミノ（ネコ蓑）と呼び、ヒロロやシナ皮な
どで、蓑の形に編んだものがある。背にあたる部分には亀甲
や菱形、または縁起のよい「寿」などの文字を、色付きの布
やシナ皮を編み込んで装飾的に作る。これは結婚式の花嫁道
具を運搬するのに用い、村の技術のある人が製作するとい
う。会津地方ではニショイミノ（荷背負蓑）などと呼ぶ地域
もある。荷背負い蓑で特異な形をしたものが会津若松市湊町
地区に見られるイカミノ（烏賊蓑）で、麻糸で堅く織り込ん
だもので、その形がイカの形に似ているものである。寛延元

始まる前に、家族が使用する一年分の生活用具を作っておく
ものといわれる。藁やヒロロなど、春の土用すぎの暖かくな
ってから作ったものは丈夫でないという。寛延元年の『会津
農書』でも、「正二月雪の上には、公用の品々 に人馬の農
具自

ヂ

作
サク

に叶
カノウ

分
ブン

調置へし。則、農器の品々記置也。若シ為度
怠り、期に至而用意するにおいては諸作毛の妨

サマタケ

と成へし。亦
其郷村に仕来る商物を励

ハゲミ

て農業の営
イトナミ

に加へへし。」と、正月
二月のうちに農具および藁・履物・馬道具等の道具を作って
おくことを指導している。文化 4年の『伊南伊北四箇組風俗
帳』にも、「そふりゆうし馬沓　十二月より正月迄右之品々
冬中雪おろしの間々に稼申候、他郷へ持出金銭に致候程ニも
無御座皆以一巳々々之持用仕候、夏申入用之農具など拵置申
候」と、農具やはきものを冬のうちに準備しておくことを説
いている。農民にとって、藁は大切な資源でもある。藁の確
保が大切で、木地挽の村など稲作を行っていない集落では、
木工品や山菜等と藁とを交換する場合もあった。
　藁はまずシ

ハカマ

ビと呼ばれる部分を取り除く。会津地方では、
すぐりかす葉をクタダと呼び、それを布団に入れたものを、
クタダブトンともクズブドンとも呼ぶ。藁をすぐる用具にワ
ラスグリ（藁すぐり）がある。厚板を櫛の歯状に作ったもの
や、木の又を利用したものなどがある。ヒロロ（ミヤマカン
スゲ）のハカマを取り除くためのヒロロスグリがある。
　次に、すぐった葉を細工するために、ヨコヅチ（横槌）で
打ち叩く。ヨコヅチは、ツチンボと呼ぶ地方もある。正月
14日の「長虫除け」という魔除けの行事に、ヨコヅチに縄
を付け、これを子供たちが雪の上を引きながら家のまわりを
廻る。「長虫来んな、ツチンボウ様のお通りだ」と唱える
（三島町）。またヨコヅチは人間の頭の形をしており、南相馬
市鹿島区では一年のうちに一家で 2人の亡くなったときは、
ヨコヅチ 1固を作って棺桶に入れ葬る。何事三度、ヨコヅチ
も一人分と数え、三人として終りとする。そのため、ヨコヅ
チを作るときは必ず 2固作るものとされた。また、カケヅチ
（掛槌）と呼び、両手で打ち、ヨコヅチと交互に向いあって
打つ場合もある。家のニワ（土間）には、ワラブチイシ（藁
打石）が埋められている場合が多い。
　ワラゾウリやアシダカなどを編むときは、自分の足の指に
芯となる縄を掛けて、横に藁を入れ編んでいく。足のかわり
に台を使うこともあり、只見ではゾウリダイ（草履台）と呼
んでいる。中通りの三春町・田村市などでは、クサシとい
う。クサシという方言は、中通り・浜通りでは、「手抜き」
という意味であり、それが民具の名称となったものとみられ
る。
　会津地方では藁の短靴型の履物をゲンベイと呼び、製作す
ることをゲンベイカキと呼んでいる。作るときにはゲンベイ
ガタ（ゲンベイ型）にはめ、編んでゆく。会津地方ではゲン
ベイといい、寛文 5年（1665）の風俗帳にも「ゲンベイ」と
記載されている。同形のものを相馬地方では、ジンベイと呼
んでいる。どちらもその名称の由来は不明である。
　オソフキと呼ばれるものをワラジに付け、足のつま先を覆
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主に使用される（前述。農耕具）。これはヨツヤマソリ（四ツ
山橇）とも呼ばれる小型のものである。只見では堅雪を利用
して木材の運搬に用いるカクゾリ（角橇）がある。大木を山
から搬出するときに使用するもので、ヤマゾリ（山橇）とか
オオゾリ（大橇）とも呼んでいる。また長い丸材（会津地方
ではボタと呼ぶ）を搬出するとき、木材の先に使用するバチ
ゾリ（バチ橇）があり、昭和初期ごろに秋田県方面より導入
されたという。
　只見地方の橇の使用について、『伊南古町組風俗帳』に詳
細に記載している。「薪雪車曳の事　霜月中雪積候以後ニ春
伐置候たきぎをそりニ而引申候、雪車道を作り候ても其夜ノ
内ニも雪隣候ヘハ道捨り幾度も道を作り直シ曳申故、霜月中
旬之此

（頃）

より極月中旬或ハ下旬迄ニ漸曳届ケ申候而正月より之
薪ニ仕候、此雪車曳之間ニ天気悪敷外出不罷成時ハ、莚ヲお
り或ハ茅表之畳をさし手前々々の敷料に仕候、是を茅畳巻畳
とも申候」とある。
　橇の附属品として、荷物を縛る縄（ツケナ、積縄）の先に
クルリと呼ぶ木製の輪を付け、一方のツケナを輪の中に通
し、滑車がわりに荷物を締めるのに使用する。木の枝を輪に
して結わえておき、成長後に輪状に付けたものである。ま
た、タガといって、針金や藤蔓で輪を作り、橇の先に入れ、
ブレーキがわりにして減速させたり、止めたりする。
　畜力による運搬具として、馬の背にニグラ（荷鞍）を装着
し、稲束や物資を運ぶ。寛延元年写の『会津農書』には、
「荷

ニ

鞍
グラ

橋
ホネ

―馬に荷を作ル。鞍是に二品有。一ニハ□首
サス

合
アハセ

、
荷ニハ四つ目刺

ザシ

と云て鞍笠山形
カタ

にする。又草鞍とも云。」
と、ニグラの種類や形を記載している。附属品としては、
「結

ユ

木
キ

―鞍
クラ

橋
ホネ

へ通し縛る具。木を以作。　本
モト

乳
チ

―鞍のゆき
の両端へ付て、胸懸尻懸通ス具。縄を以作る。」とある。「本

モト

乳
チ

」という名称は、南相馬市鹿島区でも麻などでなった太縄
（ロープ）を、モトチと呼んでいる。相馬地方のモトチが、
「本

モト

乳
チ

」という文字に当るかは、不明である。
　稲運びのときに、馬が背の稲を食わぬように、「くつろご」
と呼ぶ縄やアケビつるの籠をつける。貞享 2年の『猪苗代川
東組萬風俗改帳』には、「口かご」とあり、その絵まで描か
れている。「口かご　是ハ稲萬作毛馬ニ付運候節馬不喰様ニ
あて申候」とある。
　下野街道の物資運搬には、「仲

なか

附
つけ

者
じゃ

」と呼ばれ、南会津
郡下郷町・南会津町田島等の下野街道沿いの人たちは馬の背
で会津と栃木県日光市今市の間の運送業にあたってきた。貞
享 2年の『長江庄風俗改帳』には、「中付買売ハ手馬三、四
疋ニテ若松ヨリ米ヲ買、関東今市、藤原之市日ニ付出シ商、
倉谷、田島ヨリ米ヲ買時モ有、時ニヨリ帰馬ニ塩ヲ買来ル」
とある。仲附 者の運送業に関る用具類は、奥会津博物館に
収蔵・展示されている。

２）交通施設

　只見川上流域の田子倉や石伏では、ブチブネによる渡しが
大正初期まで行われていた。寛文 5年の風俗帳には、「イク

年『会津農書』には、セナカアテを「背
セナカアテ

当―万の荷を背
セ

屓
オウ

時人の背に当ル具。藁を以作る。」と記載している。
　セナカアテといっしょに使用するニナワについては、「荷

ニ

縄
ナワ

―荷を背屓具。藁を以、糾
ミツクリ

に綯
ナウ

惣而荷縄の類は三
ミツ

合
グリ

縄。
常の仕縄ハ纏両

フタツタリスタ

股他。」とある。会津地方ではシナ皮でなっ
たシナニナ（シナ荷縄）が多い。長さは四尋

ひろ

（約 6ｍ）の長
さで、肩のあたる中央部分は、太めになう。
　セナカアテを着けて使用する背負具で、福島県内で広く使
用されているのが、ヤセウマ（痩馬）と呼ばれるものであ
る。只見町では、ショイバシゴ（背負梯子）と呼んでいる。
会津地方のものは、下部が腰までの短い形のものが多く、浜
通り地方では腰あたりまでの長さで、脚部で後側に反り、勾
配が付いている。会津地方は山間部で傾斜地を歩く場合が多
いため短く、一方、浜通りは平坦部で使用するため長いもの
が多い。浜通りではゴンノと呼ばれる落松葉を背負ったり、
稲束を背負ったりする。ヤセウマという呼称の由来は、不明
である。
　ニナワやショイバシゴで荷物を背負った場合は、ニヅエ
（荷杖）とかニンズイと呼び、枝を利用して先に突起を付け
た棒を持ち、休むときは突起の部分に荷物をのせ、荷物を下
ろさずに休む。炭や木炭、また木地椀など長い距離を運搬す
るときには、必ず持参する。途中の道には休み石が設けられ
ている。
　背負い運搬具には、縄や樹皮等で袋型に作ったものが、県
内に広く見られる。地域によって名称も違ってくる。会津地
方ではヤマブドウやシナ皮など樹皮やがば（蒲）やヒロロ麻
等の草類など材質も様々である。会津地方ではスカリと呼
び、縄を網状に編んだもので、大型のものがある。藁やヤマ
ブドウなどで網

あ

代
じろ

編など、隙間なく編んだもので、小型のも
のをコシコ（腰籠）と呼ぶ。両者ともに背負い縄が付けられ
ている。『会津歌農書』では、「透

すか

羅
り

とハ縄にてつくり品々の　
野
や

菜
さい

を入て始末する也　縄腰籠ちいさく造り身に帯
おび

し　諸菜
を入て自

じ

由
ゆう

たす也」と説明している。貞享 2年の『猪苗代川
東組萬風俗改帳』には、「すかり　是ハ女 子共野粮馬ノ飼
草取入せおい参候入物」とあり、その図まで描かれている。
「透
すか

羅
り

」という字をあてているところから、縄で隙間がある
ように編んだ入物という観念がみられる。会津地方でスカリ
とコシコと区別して呼んでいるが、只見町では、両者ともシ
ョイカゴ（背負い籠）と呼んでいる。また只見ではショイカ
ゴと呼ぶものに、麻糸で袋状に編んだものがある。山仕事に
行くとき、弁当や道具を入れたり、山菜等の収穫物や猟の獲
物も入れる。麻糸をなって作ったアミブクロ（編袋）は肩か
ら胸にかけて紐で結び掛け、弁当や食料を入れたりする。
　堆肥運搬のソラックチや石運びのタガラは、農耕具の施肥
用具で前述している。また、コイオケ・コイビシャクの肩掛
運搬用具も同様である。
　人力運搬で欠かせないのがソリ（橇）である。ソリには雪
上運搬と、キンマ（木馬）と呼び、木製の木を敷きその上を
走らせるものがある。農家ではコイヒキソリ（肥引き橇）が
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ったという。新潟県東蒲原郡阿賀町の鹿瀬で大筏に組み直
し、新潟まで流送した。ダム式発電所が建設された昭和初期
には、筏流しは行われなくなった。

６．結びにかえて

　以上、只見町の民具を中心に福島県内の民具を概観する形
で、民具の名称について若干の考察を行ってきた。只見町と
いう山間地方の民具という観点から、海の漁業に関する民具
については照合できなかった。また、紙数の都合から信仰・
年中行事、社会生活、玩具等の名称について割愛せざるを得
なかった。これらについては、別稿で取り上げることを今後
の課題としたい。
　福島県という広大な地域において、気候や地形の相違、そ
れに伴う植生など、民具の素材や形態も大きく違い、名称に
もさまざまな様相を見ることができる。特に、雪の会津と雪
の少ない浜通りでは、その地域差および地域性が民具の形
態・材質そして名称にも表れていることを、見ることができ
た。筆者のように浜通りで生まれ育った者が、会津で生活し
40年余りの歳月を迎えて、特にその違いを肌身で感じる今
日このごろである。
　また、会津地方だけでも平坦部と山間部とで民具の名称に
相違があることを、数例の民具から紹介してきた。民具をと
りまく自然環境や、旧会津藩領と旧幕府直轄領との政治的・
思想の違いなどから、民俗行事とそれに伴う民具の存在など
に影響もあったことが推測される。火災除けに男根・女陰の
呪物の奉納や、サイの神に男女一対の藁人形を焼く行事の存
在などがあげられる。一方で会津地方には、穂摘み具のコウ
ガイや代踏み用田下駄のナンバ、半唐箕など会津地方にのみ
残る民具の名称について、今後その残存の背景や要因につい
て考えることも研究課題であろう。その指標となるのが、全
国的視野に立っての名称の検討であろう。選別用具の「汰
桶」などは、その代表的な存在であろう。

リ船」とか「打舟」による渡しが記載されている。只見川・
伊南川には各地にワタシブネ（渡し船）があり、当番で渡し
の世話にあたっていた。田子倉では、「戻り船」といって、
渡し場近くで農作業にあたっている。向う岸でオーイと呼ぶ
と、その人は舟を反対岸に寄せ、渡す制度である。貞享 2年
の『野沢組風俗改帳』には、会津坂下町片門村に源頼朝公よ
りお済付をもらったという渡しの船頭がいると記載してい
る。「彼船頭弐人ニ而相勤候、内壱人先組ハ頼朝公より古へ御
判被下置候由、其音判永正三寅年被召上候由ニ而替り之書
付、今所持仕、」とある。
　流れが急な場所では、渡し舟も不可能である。田子倉奥の
赤岩平では、「カゴ橋」といって、川にワイヤーを張り、滑
車を付けた籠に乗り、自らワイヤーに手を掛けて籠を移動さ
せる。向い側の田畑に渡るときに用い、只見町内には柴倉山
麓などに数ヶ所あった。テッサク（鉄索）とも呼ぶ。籠を吊
るワイヤーを、テッサククリヅナ（鉄索繰綱）と呼ぶ。
　冬期間、川水も少なくなると、伊南川流域にはイッポンバ
シ（一本橋）が架けられる。雪どけになると、イッポンバシ
はじめ橋は流失してしまうため、永久的な橋は少なかった。
貞享 2年の『楢原組風俗改帳』には、下郷町倉村付近の雪ど
け水の洪水の様子が記載されている。「大川橋、此以前ハ丸
木橋ニかけ申候得は、雪水ニ落、通路不自由ニ付、打舟を作
り、河向より綱を張とり越にいたし、往還之荷物等運送仕候
とも満水之時分ハ、綱はり候儀不被成故舟立不申候」とある。
　只見川や伊南川・大川などでは冬の雪どけ水を利用して、
伐採した木材をイカダ（筏）に組んで流し、新潟まで流送し
た。貞享 2年の『楢原組風俗改帳』には、大川での「筏乗」
の様子が記載されている。現在の下郷町楢原では、「筏乗拾
人御座候　右ハ上郷より御城下へ出申候材木諸品、壱組二六
本七本宛くみ、六つきを壱のりと申弐人宛ニ而のり下ヶ申
候、伹乗賃ハ長野村より新（飯）寺迄金壱分代百文」とあ
る。筏乗はカイ（櫂）で筏を操作し、下って行く。筏流しで
は、伊南川に設置した堰も破壊するなどのトラブルも多くあ
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